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特
撮
映
画
技
師
　
松
井
　
勇
伝

―
日
本
映
画
界
最
初
期
の
特
撮
技
術
の
開
拓
者
―
（
一
）

髙
　
橋
　
　
　
修

一
　
問
題
の
所
在

「
私
の
父
で
あ
る
松
井
　
勇
（
一
八
九
四
〜
一
九
四
六
）
が
も
う
少
し
長
生
き
し
て
い
れ
ば
、『
ゴ
ジ
ラ
』（
一
九
五
四
年
）の
撮
影
は
円
谷

英
二
（
一
九
〇
一
〜
七
〇
）
に
代
わ
っ
て
任
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
日
本
映
画
史
に
そ
の
名
を
刻
む
こ
と
も
出
来
た
で
し
ょ
う
」

と
、
松
井
孝
夫
氏
は
語
り
な
が
ら
一
冊
の
ア
ル
バ
ム
を
取
り
出
し
た
。
そ
こ
に
は
数
々
の
第
二
次
世
界
大
戦
前
に
お
け
る
特
撮
（
特
殊
撮

影
・
ト
リ
ッ
ク
）
映
画
の
撮
影
状
況
や
宣
伝
ス
チ
ー
ル
写
真
、
ま
た
、
映
画
関
係
者
の
書
簡
等
が
貼
付
さ
れ
、
そ
れ
は
従
来
の
映
画
史
で

は
全
く
紹
介
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、
ま
さ
に
貴
重
資
料
の
宝
庫
で
あ
っ
た
。

「
こ
の
ア
ル
バ
ム
や
父
に
関
す
る
記
録
類
は
東
京
千
駄
ヶ
谷
の
自
宅
ロ
ッ
カ
ー
の
隅
に
入
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
戦
時
中
、
空
襲
で

家
が
焼
か
れ
た
中
で
奇
跡
的
に
残
っ
て
い
ま
し
た
」

そ
の
中
の
一
つ
に
松
井
　
勇
を
中
心
に
設
立
計
画
の
あ
っ
た
松
井
キ
ネ
マ
株
式
会
社
の
パ
ン
フ
で
あ
る
『
銀
幕
の
黎
明
』
が
現
存
し
て

い
る
（
資
料
9 ）

1
（

）。
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
年
代
は
一
九
三
四
年（
昭
和
九
）と
目
さ
れ
る
。
そ
の
一
部
を
次
に
紹
介
し
よ
う
（
図
1
―
①
）。

本
社
は
国
家
的
見
地
に
立
脚
し
、
吾
が
映
画
界
に
黎
明
の
鐘
を
打
つ
べ
く
生
れ
た
り
。
故
に
一
会
社
の
利
害
に
拘
泥
せ
ず
、
広
く
一

般
映
画
界
に
貢
献
せ
ん
と
す
。
由
来
撮
影
不
可
能
と
さ
れ
た
如
何
な
る
場
面
で
も
、
特
殊
の
特
許
技
術
に
依
り
て
、
容
易
に
之
を
引



―2―

図 1－①

図 1－②
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受
け
製
作
す
。
然
か
も
本
社
は
優
秀
な
る
特
作
品
を
続
々
、
世
界
市
場
に

提
供
せ
ん
と
す
。
総
て
日
本
の
映
画
界
向
上
の
為
に
、
努
力
す
る
事
こ
れ

ぞ
本
社
の
使
命
な
り
。
銀
幕
の
黎
明
は
近
づ
け
り
！
日
本
の
映
画
界
興
隆

の
為
に
！

松
井
　
勇
の
略
歴
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

松
井
　
勇
氏
は
十
数
年
前
渡
米
、
数
年
間
紐
育
に
於
て
学
窓
に
字
引
を
枕

と
し
、
後
映
画
に
興
味
を
持
ち
「
ア
メ
リ
カ
」
の
映
画
「
ツ
リ
ツ
ク
」
の

権
威
ポ
メ
ロ
イ
研
究
所
に
、
親
し
く
「
ツ
リ
ツ
ク
」
を
学
び
「
ト
ー

キ
ー
」
を
研
究
し
、
十
有
余
年
の
永
き
に
渉
り
実
務
に
就
い
て
究
明
し
、

帰
朝
す
る
や
其
新
発
見
を
以
て
特
許
権
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。
氏
の
研

究
に
よ
り
て
得
た
る
特
殊
の
技
術
が
、
如
何
に
日
本
映
画
製
作
上
に
、
大

な
る
貢
献
を
将
来
す
る
か
は
、
識
者
達
に
よ
つ
て
非
常
に
期
待
さ
れ
て
ゐ

る
の
で
あ
る
。

彼
が
米
国
で
学
ん
だ
「
特
殊
の
技
術
」
は
写
真
入
り
で
具
体
的
に
解
説
が
な

さ
れ
て
い
る
。

（
図
1
―
②
）
こ
れ
は
映
画
劇
の
一
場
面
で
、
斯
か
る
大
場
面
を
撮
影
す

る
と
し
た
ら
、「
セ
ツ
ト
」
を
作
る
丈
け
で
も
莫
大
な
費
用
を
要
す
る
事

と
な
り
ま
せ
う
。
外
国
映
画
を
見
ま
す
る
と
、
斯
か
る
大
場
面
は
常
に
見

図 1－③
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る
処
で
、
外
国
映
画
の
実
に
金
が
か
ゝ
つ
て
居
る
と
驚
嘆
さ
れ
る
所
以
で
あ
り
ま
す
。
殊
に
「
ト
ー
キ
ー
」
映
画
の
場
合
、「
マ
イ

ク
ロ
ホ
ン
」
は
何
処
に
置
い
て
あ
る
か
と
、
皆
さ
ん
は
不
思
議
に
思
は
れ
て
居
る
処
で
せ
う
。
次
の
写
真
を
御
覧
に
な
つ
た
ら
、
如

何
に
技
術
の
優
秀
な
る
事
は
分
明
に
な
る
で
せ
う
。
対
照
し
て
見
て
下
さ
い
。
上
の
写
真
（
図
1
―
③
）
実
際
に
撮
影
し
た
部
分
の

写
真
で
す
。
而
し
て
黒
い
部
分
は
絵
な
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
松
井
氏
の
技
術
に
よ
る
、
背
景
の
一
部
を
絵
画
を
以
て
す
る
特
殊

の
撮
影
方
法
な
の
で
す
。
こ
れ
は
一
例
に
止
ま
り
ま
す
。
此
方
法
に
依
れ
ば
、
日
本
映
画
は
如
何
な
る
雄
大
な
る
建
物
で
も
、
座
敷

で
も
、
風
景
で
も
自
由
に
出
来
ま
す
、
而
し
て
「
セ
ツ
ト
」
の
費
用
も
削
減
さ
れ
る
の
で
す
。
然
か
も
こ
れ
に
よ
つ
て
「
ト
ー

キ
ー
」
の
録
音
は
完
全
に
行
は
れ
る
事
に
な
る
の
で
す
。
な
ぜ
か
と
申
し
ま
す
と
、
今
迄
「
マ
イ
ク
ロ
ホ
ン
」
を
近
づ
け
る
事
の
出

来
な
い
た
め
に
、
録
音
に
困
難
で
あ
つ
た
も
の
が
、
俳
優
の
傍
ま
で
自
由
に
近
づ
け
る
事
が
出
来
る
事
に
な
る
か
ら
で
す
。

右
は
グ
ラ
ス
ワ
ー
ク
に
よ
る
合
成
手
法
で
あ
る
。

こ
の
写
真
（
図
1
―
④
）
も
同
じ
く
「
フ
イ
ル
ム
」
の
一
駒
を
引
延
ば
し
た
も
の
で
す
。
無
論
市
街
の
建
物
や
通
行
の
人
や
車
は
実

物
で
あ
り
ま
す
。
而
し
て
動
い
て
居
る
事
は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。（
中
略
）
こ
れ
は
特
殊
な
「
ト
ラ
ン
ス
ペ
ラ
ン
シ
ー
シ
ス

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

テ
ム

4

4

」
に
依
つ
て
撮
影
し
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
市
街
の
実
写
背
景
の
既
成
「
フ
イ
ル
ム
」
に
、
劇
を
演
じ
て
居
る
部
分
を
撮
影
所

内
で
、
撮
影
し
た
も
の
で
す
。
斯
く
し
て
撮
影
し
た
な
ら
「
ト
ー
キ
ー
」
の
録
音
も
撮
影
所
内
で
然
か
も
設
備
の
あ
る
所
で
出
来
る

訳
に
な
り
ま
す
。
従
つ
て
「
ロ
ケ
イ
シ
ヨ
ン
」
の
必
要
も
な
く
、
例
へ
ば
日
本
に
居
る
俳
優
で
撮
影
所
内
に
居
な
が
ら
「
ロ
ン
ド

ン
」
の
市
街
で
芝
居
を
演
じ
た
様
に
も
撮
影
が
出
来
ま
す
。

「
ト
ラ
ン
ス
ペ
ラ
ン
シ
ー
」
と
は
ト
ラ
ベ
リ
ン
グ
・
マ
ッ
ト
（
自
己
マ
ッ
ト
）
技
法
に
よ
る
合
成
撮
影
の
方
法
で
、
後
述
の
と
お
り
松

井
　
勇
の
特
撮
技
術
を
特
徴
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
ダ
ン
ニ
ン
グ
―
ポ
メ
ロ
イ
プ
ロ
セ
ス
と
も
呼
ば
れ
る
。

右
に
引
用
し
た
の
は
『
銀
幕
の
黎
明
』
か
ら
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
が
、
こ
れ
だ
け
で
も
松
井
　
勇
の
特
撮
技
術
の
一
端
が
窺
い
知
れ
よ
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う
。
彼
が
ア
メ
リ
カ
で
学
ん
だ
「
ポ
メ
ロ
イ
研
究
所
」
の
ポ
メ
ロ
イ
と
は
、

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
A
・
ウ
ェ
ル
マ
ン
監
督
『
つ
ば
さ
』（
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
、
一
九

二
七
年
）
で
第
一
回
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
技
術
効
果
賞
を
受
賞
し
た
人
物
で
あ
り
、

松
井
　
勇
は
同
時
期
に
直
接
、
彼
か
ら
特
撮
技
術
を
学
ん
だ
、
た
だ
一
人
の

日
本
人
で
あ
る
。
い
わ
ば
当
時
、
世
界
最
先
端
の
特
撮
技
術
を
学
び
、
そ
れ

を
日
本
に
移
入
し
、
実
際
に
映
画
を
製
作
し
た
の
が
松
井
　
勇
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
だ
け
の
、
少
な
く
と
も
映
画
技
術
史
的
視
点
か
ら
み
て
も
興
味
深
い

活
動
を
行
っ
た
人
物
で
あ
り
な
が
ら
、
従
来
の
映
画
史
か
ら
は
完
全
に
忘
却

さ
れ
た
存
在
と
な
っ
て
い
る）

2
（

。
そ
の
主
た
る
理
由
と
し
て
、
彼
は
戦
前
・
戦

中
に
活
動
し
て
お
り
、
し
か
も
活
動
の
場
が
個
人
に
よ
る
独
立
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
を
主
体
と
し
て
い
た
た
め
、
関
連
資
料
が
僅
少
で
あ
る
こ
と
。
彼
の

フ
ィ
ル
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
あ
る
資
料
の
中
、
そ
の
殆
ど
が
現
存
せ
ず
（
も
し

く
は
存
在
が
確
認
さ
れ
ず
）、
作
品
そ
の
も
の
の
検
証
が
極
め
て
困
難
な
状
況

に
あ
る
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
撮
映
画
史
と
い
う
視
点
に
限
定
し
て
も
、

従
来
は
戦
後
以
降
に
、
も
し
く
は
円
谷
英
二
の
事
績
に
関
心
の
比
重
が
置
か

れ）
3
（

、
戦
前
の
人
物
・
作
品
に
つ
い
て
は
右
に
挙
げ
た
の
と
同
様
の
理
由
か
ら
、

未
解
明
な
部
分
が
多
い
の
で
あ
る
。

図 1－④
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一
方
で
近
年
は
、
全
国
の
資
料
保
存
機
関
や
映
画
関
係
の
民
間
団
体
が
戦
前
の
映
画
を
ア
ー
カ
イ
ブ
の
視
点
か
ら
収
集
・
保
管
し
、
さ

ら
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
駆
使
に
よ
る
修
復
活
動
を
進
展
さ
せ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
作

品
・
映
画
関
係
者
に
焦
点
を
当
て
た
成
果
も
提
起
さ
れ
、
当
該
分
野
の
研
究
は
新
し
い
段
階
に
突
入
し
た）

4
（

。

現
在
、
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
戦
略
の
一
環
と
し
て
、
特
撮
を
含
め
た
映
像
・
ア
ニ
メ
・
漫
画
・
ゲ
ー
ム
等
を
「
M
A
N
G
A
」
と
総
称

し
、
日
本
を
代
表
す
る
文
化
産
業
と
位
置
付
け
、
そ
の
活
用
に
よ
り
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
促
進
や
地
方
創
生
へ
の
有
効
化
等
が
国
レ
ベ
ル
に

お
い
て
企
図
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
拠
点
と
し
て
「
M
A
N
G
A
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
セ
ン
タ
ー
」
の
設
立
が
検
討
さ
れ
、
散
逸
の
危
機
に
あ

る
特
撮
映
画
を
は
じ
め
と
し
た
「
M
A
N
G
A
」
資
料
を
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て
収
集
・
保
管
す
る
こ
と
で
、
文
化
発
信
機
能
を
持
た
せ
る

も
の
と
し
て
い
る）

5
（

。

特
撮
を
は
じ
め
と
し
た
所
謂
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
日
本
文
化
と
し
て
対
外
的
に
情
報
発
信
し
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
歴
史
を
正
確

に
把
握
す
る
こ
と
こ
そ
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
本
稿
で
取
り
扱
う
松
井
　
勇
の
事
績
究
明
は
右
の
課
題
に
正
面
か
ら
答
え
る
も
の
と
い
え

よ
う
。
そ
の
た
め
の
素
材
と
な
る
も
の
が
冒
頭
に
掲
げ
た
松
井
孝
夫
氏
所
蔵
の
一
連
の
資
料
群
で
あ
る
。
便
宜
的
に
「
松
井
　
勇
関
係
資

料
」
と
名
付
け
る
が
、
こ
れ
ら
戦
前
の
個
人
映
画
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る
資
料
群
に
接
し
得
た
こ
と
を
奇
貨
と
し
て
、
本
稿
で
は
こ

れ
ま
で
の
映
画
史
で
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
映
画
人 
松
井
　
勇
の
事
績
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
し
た
い
。「
松
井
　
勇
関
係

資
料
」
の
基
礎
的
分
析
を
と
お
し
て
、
戦
前
の
日
本
映
画
の
歴
史
、
就
中
特
撮
映
画
史
に
対
し
て
新
視
点
を
も
た
ら
す
こ
と
を
そ
の
目
的

と
す
る
。

具
体
的
に
は
、
①
松
井
　
勇
に
つ
い
て
の
伝
記
的
基
礎
事
実
、
②
彼
の
特
撮
技
術
を
特
徴
づ
け
る
グ
ラ
ス
ワ
ー
ク
及
び
ト
ラ
ン
ス
ペ
ラ

ン
シ
ー
の
映
画
技
術
史
的
意
義
、
③
以
上
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
円
谷
英
二
の
事
績
と
比
較
対
照
さ
せ
な
が
ら
松
井
　
勇
が
果
た
し
た

役
割
を
戦
前
の
日
本
映
画
史
・
特
撮
史
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
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二
　
松
井
　
勇
の
生
涯

松
井
孝
夫
氏
と
の
出
会
い
は
二
〇
〇
八
年
に
遡
り
、
筆
者
が
山
梨
県
立
博
物
館
の
近
世
史
担
当
学
芸
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
時
で

あ
っ
た
。
同
氏
の
先
祖
は
江
戸
幕
府
の
旗
本
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
面
識
を
得
る
よ
う
に
な
り
、
会
話
を
続
け
る
中
で
、
父
君
の
松
井
　

勇
に
つ
い
て
話
題
が
及
び
、「
松
井
　
勇
関
係
資
料
」
の
調
査
が
実
現
し
た
と
い
う
次
第
で
あ
る）

6
（

。

表
1
は
そ
の
成
果
で
、
当
該
資
料
群
の
内
訳
を
一
覧
目
録
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
冒
頭
で
紹
介
し
た
「
一
冊
の
ア
ル
バ
ム
」

と
は
資
料
番
号
1
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
に
該
当
す
る
。
そ
こ
に
貼
付
、
或
は
挟
み
込
ま
れ
て
い
た
資
料
に
つ
い
て
は
、
頁
順
に
配
列
し
、
以

下
1-

1
・
2
…
と
枝
番
を
付
与
し
て
一
覧
化
し
て
い
る
。
資
料
番
号
2
（
以
下
「
資
料
2
」
の
よ
う
に
「
資
料
」
に
該
当
番
号
を
表
記
）

以
下
資
料
23
ま
で
に
つ
い
て
は
、
資
料
1
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
に
貼
付
さ
れ
ず
独
立
し
た
資
料
と
し
て
現
存
す
る
も
の
で
あ
る
。

資
料
1
は
市
販
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
の
表
紙
に
「Transparency Picture of M

akino Talkie C
o.

　Sept.1936

　Sam
uel M

atsui

」

と
手
書
き
さ
れ
て
い
る
。
一
九
三
六
年
（
昭
和
一
一
）
当
時
は
、
松
井
　
勇
が
自
身
の
映
画
製
作
会
社
「
興
亜
映
画
社
」
を
立
ち
上
げ
、

マ
キ
ノ
ト
ー
キ
ー
株
式
会
社
製
作
『
忍
術
猛
獣
国
探
検
』
の
製
作
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
時
期
に
あ
た
り
、
当
初
、
資
料
1
は
本
件
に
関

連
す
る
写
真
ア
ル
バ
ム
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
後
の
あ
る
段
階
で
、
関
連
資
料
を
年
代
順
に
貼
付
す
る
よ
う
に
な

り
、
松
井
　
勇
の
映
画
人
生
を
総
覧
で
き
る
よ
う
に
編
集
さ
れ
て
仕
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
詳
細
に
つ
い
て
具
体
的
に
述
べ
る
と
、
一
〜
四
頁
は
本
来
、
ア
ル
バ
ム
の
目
次
欄
で
あ
っ
た
が
、
一
九
三
六
年
以
前
の
出
来
事
、

す
な
わ
ち
大
正
期
の
米
国
留
学
や
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
）
の
特
許
取
得
関
係
資
料
が
年
代
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
一
九
三
六
年
以
降

の
出
来
事
は
二
〇
〜
三
九
頁
に
か
け
て
、
年
代
的
に
は
一
九
三
九
年
（
昭
和
一
四
）
に
興
亜
映
画
社
で
製
作
し
た
『
渡
洋
爆
撃
隊
』
関
係

資
料
、
一
九
四
二
年
（
昭
和
一
七
）
の
満
州
映
画
協
会
で
の
映
画
製
作
関
係
資
料
が
こ
れ
も
概
ね
時
間
軸
に
沿
っ
て
昇
順
に
配
列
さ
れ
て

い
る
。
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表 1　「松井　勇関係資料」一覧目録

資料 
番号 表題 年代 作成→宛所 数量 備考

1

「Transparency Picture of 
Makino Talkie Co.　Sept. 
1936　Samuel Matsui」（ス
クラップ帳）

　 　 1冊

1-1 （特許第九〇七一八号　特許証　写真）
昭和六年（1931）
三月廿日

特許局長官中松真
卿→松井　勇 1枚 1頁に貼付。

1-2 （ポメロイ寄せ書き写真） （1928年 12月） 　 1枚 1頁に貼付。

1-3 （特許第九〇二八一号　特許証　写真）
昭和六年（1931）
二月十六日

特許局長官中松真
卿→松井　勇 1枚 2頁に貼付。

1-4 PASSPORT （1923年） →Isamu Matsui 1冊 3頁に貼付。

1-5 日本帝国海外旅券
大正十二年
（1923）四月十三
日

日本帝国外務大臣従
二位勲一等伯爵内田
康哉→松井　勇

1枚 4頁に貼付。

1-6 （特許料納付関係書類） （1936～1938年） 特許局→松井　勇 葉書 5枚　 
并　封筒 1枚

4頁と 5頁の間に挟
まれていた。

1-7

昭和五年特許出願公告第
五〇二七号　第百七十一
類　三、写真雑　「トラン
スペランシーシステム」
ニヨル写真撮影方法

公告　昭和五年
（1930）十二月
十七日

松井　勇 1枚 4頁と 5頁の間に挟
まれていた。

1-8 （『忍術猛獣国探検』 宣伝・撮影写真） （1936年） 　 16枚 5～12頁に貼付。

1-9 （封筒） （1936年） 千鳥興業株式会社 1枚 8～9頁の間に挟まれ
ていた。

1-10（『忍術猛獣国探検』宣伝）（1936年 10月 23
日） 　 1枚 13頁に貼付。『パーク

キネマニユース』切抜。

1-11 忍術猛獣国探検 
（宣伝ちらし） （1936年） マキノトーキー株

式会社 1枚 14～15頁に貼付。

1-12（『忍術猛獣国探検』 撮影写真） （1936年） 　 3枚 17～18頁に貼付。

1-13（『忍術猛獣国探検』 
フィルム写真） （1936年） 　 1枚 19頁に添付。

1-14（『渡洋爆撃隊』撮影写真）（1939年） 　 5枚 20～21頁に貼付。

1-15（封筒） （1939年 4月） 海軍省副官→興亜
映画社　松井　勇 1枚 22頁に貼付。本来は

1-16を封入していた。

1-16 航空機同乗映画撮影ノ件回答
昭和十四年（1939）
四月十二日

海軍省副官　一宮
義之→松井　勇 1冊（2枚） 23頁に貼付。

1-17（封筒） （1939年 7月）
霞ケ浦海軍航空隊
副官　青山茂雄→
松井　勇

1枚 24頁に貼付。本来は
1-18を封入していた。
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資料 
番号 表題 年代 作成→宛所 数量 備考

1-18（映画撮影許可書類ノ件ニ付書簡） （1939年 7月） 霞ケ浦海軍航空隊
副官→松井　勇 1枚 25頁に貼付。

1-19（『渡洋爆撃隊』撮影写真）（1939年） 　 1枚 24～25頁に挟まれて
いた。

1-20（ハリウッド特撮映像ノ撮影様子写真） 　 　 11枚 26～31頁に貼付。

1-21（松井　勇ノ映画撮影様子写真） 　 　 1枚 31頁に貼付。

1-22（写真） 　 　 2枚 32頁に貼付。

1-23
（戦争記録映画製作ノ要望
ニ対スル荒木貞夫文部大
臣ノ答弁報道）

昭和十四年（1939）
三月十二日 　 1枚

34頁に貼付。新聞
（誌名不明）切り抜
き。

1-24（『雁南飛』撮影案） （1942年カ） 　 1枚 35頁に貼付。

1-25（満州映画協会製作作品ノ特殊撮影検討案） （1942年カ） 　 1枚 37頁に貼付。

1-26
（登記簿送付ニ係ル木村　
峻書簡　并　株式会社日
本録音器製作所ノ登記簿）

昭和十七年
（1942）七月十日

木村　峻→松井　
勇

1枚　并　 
登記簿 1冊　
并　封筒 1枚

38頁に貼付。

1-27 琺瑯バット製作方依頼ニ関スル件
康徳九年（1942）
十一月二十日

満州映画協会→満州
生活必需品株式会社 1枚 39頁に貼付。

1-28（写真） 　 　 1枚 38～39頁に挟まれて
いた。

1-29
「本格的な空中戦を描く劇
映画『渡洋爆撃隊』」（『国
民新聞』切抜）

昭和十四年
（1939）一月十一
日

　 1枚 40～41頁に貼付。

1-30

「米国トリツク界の権威ポ
マレー博士の愛弟子松井
氏が『トランスペランシ
イ』『グラス・プロセス』
のトリツクをマキノ『忍
術猛獣国』より見参」（『映
画毎日新聞』切抜）

昭和十一年
（1936）八月
二十八日

　 1枚 43頁に貼付。

1-31
「世はもはやトリック時代
だ　株主諸君は一読せら
れよ」（『帝国通信』切抜）

昭和九年（1934）
五月二十四日 　 1枚 44頁に貼付。

1-32

「トリツク映画の撮影に新
機軸　七年研究の松井　
勇氏が二つの特許出願」
（『東京日日新聞』切抜）

昭和六年（1931）
三月十六日 　 1枚 裏表紙に貼付。

2 （手帳） （1924～1930年）（松井　勇） 1冊 別稿にて紹介・翻刻
済。註 8参照

表 1　「松井　勇関係資料」一覧目録（続き）
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資料 
番号 表題 年代 作成→宛所 数量 備考

3 （ハリウッド映画関係者寄
せ書き） （1928年 12月） 　 1冊

「試写室から　浪子　
オリエンタル映画」
（映画評）（『時事新報』

1932年 5月 25日切
抜）貼付。

4 『キネマ旬報』327 （1929年）四月
十一日号 　 1冊 益田　甫「映画国巡

礼手帳」掲載。

5

昭和五年特許出願公告第
四五一一号　第百七十一
類　三、写真雑　背景ノ
一部ヲ絵画ヲ以テスル写
真撮影方法　并　意見書

公告　昭和五年
（1930）十一月
十二日

松井　勇 1綴

6 『キネマ週報』55 昭和六年（1931）
四月三日 　 1冊

森　岩雄「煉瓦と花
束」映画製作上の革
命　松井　勇氏の仕
事、「日本映画撮影の
トリツクに大革命　理
想的な二重写し　松井　
勇氏の新発明」掲載。

7 （今後ノぷらんノ件ニ付書
簡）

（1933年カ）
十二月廿四日

森　岩雄→松井　
勇

1枚　并　 
封筒 1枚

8 爆撃飛行隊（宣伝） （1934年） 　 1枚（2頁を
継ぎ合わせ）

雑誌（掲載誌不明）
からの切抜。

9 『銀幕の黎明』 （1934年カ） 松井キネマ株式会社 2冊

10
松井キネマ株式会社　創
立趣意書　起業目論見書　
収支予算書　定款

（1934年カ） 松井キネマ株式会
社創立事務所 3冊

11 忍術猛獣国探検（宣伝ち
らし） （1936年） マキノトーキー株

式会社 1枚

12 トリック撮影依頼ノ件 康徳八年（1941）
八月十九日

株式会社満州映画協
会　娯楽映画部長　
牧野満男→松井　勇

1枚　并　 
封筒 1枚

13 （履歴書送付ノ件ニ付書簡　
并　履歴書）

（1942年）九月廿
五日

石川雅工→松井　
勇

3枚　并　 
封筒 1枚

14 （請求書・領収書送付ノ件
ニ付書簡）

昭和十九年
（1944）八月四日

間野熊太郎→松井　
勇

1枚　并　 
封筒 1枚

15 （映画報告団特殊映画部幹
事担任ノ件ニ付依頼状）

昭和十九年
（1944）八月
二十一日

映画報告団結成準
備委員長　城戸四
郎→松井　勇

1枚　并　 
封筒 1枚

16 研究部の歩み　理研科学
映画研究部

昭和二十年
（1945）二月 （松井　勇） 1冊　并　 

封筒 1枚

17 証明書 昭和二十一年
（1946）四月一日

財団法人　大日本相
撲協会→松井　勇 1枚

表 1　「松井　勇関係資料」一覧目録（続き）
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一
方
で
、
松
井
　
勇
に
関
連
す
る
新
聞
報
道
記
事
の
切
抜
に
つ
い
て
は
裏
表
紙
側
か
ら

逆
に
、
す
な
わ
ち
ア
ル
バ
ム
裏
表
紙
・
最
終
頁
四
四
か
ら
四
〇
頁
へ
と
遡
り
な
が
ら
，
年

代
的
に
古
い
順
の
記
事
よ
り
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
記
事
も
彼
の
生
涯
の
転
機
と

な
る
出
来
事
で
、
映
画
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
設
立
や
代
表
作
製
作
に
ま
つ
わ
る
も
の
か
ら

成
っ
て
い
る
。

右
に
見
た
資
料
1
の
資
料
配
列
方
針
に
基
づ
く
の
で
あ
れ
ば
、
松
井
　
勇
の
生
涯
は
誕

生
〜
米
国
留
学
期
（
一
八
九
四
〜
一
九
三
〇
）、
日
本
帰
国
・
特
許
取
得
・
映
画
製
作
開

始
期
（
一
九
三
〇
〜
三
四
）、
映
画
製
作
会
社
設
立
構
想
期
（
一
九
三
四
〜
三
六
）、
興
亜

映
画
社
の
活
動
期
（
一
九
三
六
〜
四
一
）、
満
州
映
画
協
会
で
の
活
動
期
（
一
九
四
一
〜

四
三
）、
晩
年
期
（
一
九
四
四
〜
四
六
）
に
区
分
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
こ
で
本
稿
で

は
、
こ
の
区
分
ご
と
に
事
績
を
ま
と
め
な
が
ら
、
彼
の
生
涯
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
し

た
い
。

そ
れ
に
加
え
、
先
述
の
と
お
り
、
松
井
家
の
先
祖
は
江
戸
幕
府
の
旗
本
で
あ
り
、
一
八

世
紀
以
降
は
代
々
甲
府
勤
番
士
の
任
に
あ
た
っ
て
い
た
。
一
般
的
に
幕
府
崩
壊
後
の
甲
府

勤
番
士
の
子
孫
の
活
動
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
し
た
研
究
成
果
は
乏
し
く
、
松
井
氏
の

よ
う
に
現
代
に
至
る
ま
で
詳
細
に
そ
の
足
跡
を
追
え
る
の
は
稀
有
な
事
例
で
あ
る
。
か
か

る
意
味
か
ら
も
歴
史
研
究
と
し
て
重
要
な
意
義
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
松
井
　
勇
の
生
涯

を
追
う
前
段
階
と
し
て
、
ま
ず
彼
の
先
祖
に
つ
い
て
そ
の
概
略
を
述
べ
る
こ
と
か
ら
始
め

資料 
番号 表題 年代 作成→宛所 数量 備考

18 身分証明書 昭和 21年（1946）
5月 24日

日本大学総長　呉　
文炳→松井　勇 1枚

19 Transparensy Process 　 Samuel I Matsui 1冊

20 （写真アルバム） 　 　 1冊

21 （松井　正写真） 　 　 1枚

22 （カメラ写真） 　 　 1枚

23 （松井　勇写真） 　 　 1枚

※ 目録記載にあたっては資料の原表記を重視したが、筆者が命名・考証・推測した箇所は（　）に入れて表
記した。

表 1　「松井　勇関係資料」一覧目録（続き）
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た
い
。

①
松
井
氏
の
先
祖
（
近
世
〜
近
代
期
）

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
よ
れ
ば
、
松
井
氏
の
初
代
は
松
井
正
勝
（
宗
左
衛
門
・
正
覚
・
源
左
衛
門
・
宗
左
衛
門
、
一
六
四
四
〜
一
七

一
六
）
で
あ
る
。
五
代
将
軍
徳
川
綱
吉
の
将
軍
就
任
以
前
、
す
な
わ
ち
館
林
藩
主
で
あ
っ
た
時
代
に
江
戸
屋
敷
に
お
い
て
猿
楽
衆
と
し
て

仕
え
、
綱
吉
が
将
軍
に
就
任
し
て
か
ら
は
、
彼
の
長
男
で
あ
る
徳
松
付
き
と
し
て
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
に
江
戸
城
西
の
丸
に
入
っ

た
。
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
徳
松
が
五
歳
で
夭
逝
し
て
か
ら
は
、
幾
分
の
紆
余
曲
折
を
経
て
、
綱
吉
の
御
成
・
饗
応
の
際
の
囃
方
を
務

め
る
廊
下
番
に
、
元
禄
一
五
年
（
一
七
〇
二
）
に
綱
吉
の
親
衛
隊
補
助
と
も
い
う
べ
き
御
近
習
番
に
就
任
。
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
綱

吉
死
去
後
は
非
役
で
あ
る
小
普
請
入
り
と
な
っ
た
。
綱
吉
は
将
軍
就
任
時
に
館
林
藩
の
家
中
の
多
く
を
幕
臣
と
し
て
主
要
部
署
に
据
え
た

他
、
特
に
能
を
好
ん
だ
こ
と
か
ら
、
能
役
者
を
奥
向
き
の
番
に
取
り
立
て
た
点
に
人
材
登
用
の
特
徴
が
あ
る
。
松
井
正
勝
も
そ
の
一
人

で
、
彼
の
技
芸
の
才
能
が
旗
本
へ
の
道
を
開
い
た
と
い
え
よ
う
。

二
代
は
正
宣
（
喜
太
郎
・
源
左
衛
門
、
？
〜
一
七
二
八
）
で
、
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
に
甲
府
城
及
び
城
下
を
守
衛
す
る
甲
府
勤
番

士
に
任
命
さ
れ
た
。
以
降
、
近
世
期
に
あ
っ
て
代
々
の
松
井
氏
は
甲
斐
国
の
甲
府
に
居
住
す
る
よ
う
に
な
り
、
三
代
の
正
知
（
織
部
・
惣

左
衛
門
、
一
七
〇
一
〜
五
六
）、
四
代
の
正
吉
（
惣
次
郎
、
一
七
三
三
〜
？
）、
五
代
の
正
房
（
鉄
蔵
、
一
七
七
二
〜
九
六
）、
六
代
の
正

寿と
し

（
力
蔵
・
宗
左
衛
門
、
？
〜
一
八
五
九
）、
七
代
の
惣
次
郎
（
生
没
年
不
詳
）
と
続
き
、
八
代
の
正
勝
（
力
蔵
、
一
八
四
一
〜
？
）
に

お
い
て
江
戸
幕
府
は
終
焉
を
迎
え
た
。
近
世
後
期
に
お
け
る
松
井
氏
の
禄
高
は
廩
米
三
五
〇
俵
、
居
宅
は
追
手
小
路
御
薬
園
の
南
隣
（
現

甲
府
簡
易
裁
判
所
の
南
側
に
あ
る
中
央
公
園
付
近
）
に
立
地
し
て
い
た
。

八
代
の
正
勝
は
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
七
月
二
九
日
、
父
の
家
督
を
相
続
し
、
幕
府
崩
壊
ま
で
甲
府
勤
番
士
と
し
て
四
年
間
勤
め

た
。
明
治
新
政
府
の
時
代
に
入
る
と
、
旧
徳
川
将
軍
家
は
静
岡
藩
七
〇
万
石
の
一
大
名
と
な
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
旧
旗
本
の
一
部
も
そ
の
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家
臣
に
編
入
さ
れ
、
静
岡
（
駿
河
）
に
移
住
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
松
井
正
勝
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。
彼
は
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
五

月
九
日
に
武
蔵
（
江
戸
）
に
戻
り
、
同
年
一
〇
月
二
七
日
に
出
仕
し
て
御
用
人
支
配
に
、
続
い
て
二
等
勤
番
組
に
編
入
さ
れ
、
詳
細
な
時

期
は
不
明
な
が
ら
静
岡
（
駿
河
）
に
移
住
。
以
後
、
中
泉
奉
行
支
配
下
、
浜
松
勤
番
組
支
配
下
、
掛
川
勤
番
組
の
支
配
下
と
な
り
、
一
八

七
一
年
（
明
治
四
）
の
廃
藩
置
県
を
迎
え
る
と
勤
番
組
は
廃
止
さ
れ
、
松
井
正
勝
は
浜
松
県
貫
属
士
族
と
な
っ
た
。

松
井
正
勝
は
養
子
を
含
め
て
四
男
二
女
の
子
が
居
り
、
長
男
正
寿
は
安
政
七
年
（
一
八
六
〇
）
に
、
次
男
正た

だ
し（
正
太
郎
）
は
文
久
三
年

（
一
八
六
三
）
に
そ
れ
ぞ
れ
誕
生
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
正
こ
そ
が
松
井
　
勇
の
父
に
あ
た
る
人
物
な
の
で
あ
る
。
彼
は
一
八
八
〇
年

（
明
治
一
三
）
に
陸
軍
教
導
団
に
編
入
さ
れ
、
以
後
、
職
業
軍
人
と
し
て
の
道
を
歩
む
。
丸
亀
連
隊
か
ら
豊
橋
連
隊
へ
と
所
属
し
、
大
隊

長
を
勤
め
た
。
一
九
二
四
年
（
大
正
一
三
）
死
去）

7
（

。

以
上
か
ら
、
松
井
家
は
代
々
武
士
、
軍
人
を
輩
出
す
る
武
人
の
家
系
で
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
解
け
よ
う
。
こ
の
こ
と
が
松
井
　
勇
の
生

涯
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。

②
誕
生
〜
米
国
留
学
期
（
一
八
九
四
〜
一
九
三
〇
）

松
井
　
勇
は
一
八
九
四
年
（
明
治
二
七
）
三
月
二
七
日
に
愛
知
県
豊
橋
で
生
ま
れ
た
。

「
祖
父
の
正
自
身
は
軍
人
で
し
た
か
ら
、
息
子
の
勇
に
も
軍
人
を
さ
せ
た
か
っ
た
よ
う
で
す
。
で
す
が
、
勇
は
軍
人
に
な
る
こ
と
に

反
発
し
、
二
〇
歳
を
過
ぎ
た
頃
、
一
九
一
三
年
（
大
正
二
）
に
ア
メ
リ
カ
留
学
を
希
望
し
ま
す
。
そ
の
費
用
は
正
の
妹
で
、
勇
に
は

叔
母
に
あ
た
る
登
久
（
と
く
）
が
出
し
ま
し
た
。
資
産
家
に
嫁
い
だ
の
で
、
大
金
を
出
す
こ
と
が
出
来
た
よ
う
で
す
。
一
九
二
四
年

（
大
正
一
三
）
に
祖
父
の
正
が
亡
く
な
っ
た
た
め
、
一
時
帰
国
し
て
い
ま
す
」

米
国
留
学
時
の
松
井
　
勇
を
知
る
手
掛
か
り
と
し
て
資
料
2
（
以
下
「
手
帳
」）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
学
ん
だ
特
撮
技
術

の
手
控
え
で
あ
り
、
既
に
別
稿
に
て
そ
の
大
部
分
を
翻
刻
・
紹
介
済
み
で
あ
る）

8
（

。「
手
帳
」
一
頁
は
一
時
帰
国
後
、
再
び
渡
米
す
る
一
九
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二
四
年
か
ら
書
き
始
め
ら
れ
て
お
り
、
翌
二
五
年
四
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
到
着
し
た
と
あ
る
。「
手
帳
」
一
頁
に
は
、
当
地
に
着
い
た

二
五
年
七
月
に
留
学
費
用
「
一
七
〇
〇
円
」
受
取
、
ま
た
、
八
月
に
は
「m
ine

の
成
績
の
良
な
る
一
報
あ
り
」
と
あ
り
、
留
学
の
た
め

の
金
銭
的
準
備
と
学
力
試
験
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

「
米
国
の
人
々
は
『
松
井
』
の
発
音
が
難
し
い
か
ら
『
三
井
（
み
つ
い
）』
に
、
ま
た
『
勇
（
い
さ
む
）』
を
省
略
し
て
『Sam

』、
も

し
く
は
『Sam

uel

』
と
呼
び
、
そ
れ
が
通
称
と
な
り
ま
し
た
。
父
は
英
語
上
達
の
た
め
に
は
英
語
の
歌
を
覚
え
る
こ
と
、
ま
た
、
子

ど
も
と
会
話
す
る
こ
と
だ
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
は
正
直
な
の
で
、
発
音
が
お
か
し
け
れ
ば
す
ぐ
に
反
応
し
、
指
摘
し
ま

す
。
そ
れ
が
勉
強
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
送
金
さ
れ
た
分
だ
け
で
は
生
活
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
皿
洗
い
等
の
ア
ル
バ

イ
ト
を
し
て
い
た
よ
う
で
す
」

右
の
話
は
「
手
帳
」
の
記
載
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
、
二
・
九
六
頁
に
は
家
庭
内
掃
除
・
庭
園
整
備
の
た
め
の
雇
用
応
募
を
英
訳
し
た
文

章
が
手
書
き
さ
れ
て
い
る
。
渡
米
当
初
の
松
井
　
勇
は
、
映
画
技
術
の
習
得
を
目
的
と
し
た
の
で
は
な
く
、
将
来
の
起
業
の
た
め
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
商
業
学
を
専
攻
し
て
い
た
（
資
料
1- 

31
・
32
）。
一
方
で
同
校
は
映
画
学
に
も
力
を
入
れ
て
お

り
、
ま
た
、
当
地
の
娯
楽
文
化
に
接
す
る
中
、
い
つ
し
か
映
画
の
世
界
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

「
手
帳
」
五
・
七
頁
に
は
「�

e m
ists

　C
overed the distant hills

　But breeze com
ing to m

e

　C
om

es w
ith the perfum

e 

of �ow
ers. Sam

 I.M
atsui.

」（
丘
を
包
む
霧
は
遥
か
遠
く
に
あ
り
な
が
ら
、
芳
し
き
花
の
香
が
漂
っ
て
く
る
）
と
い
う
松
井
　
勇
の
作

に
よ
る
英
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
手
帳
」
全
体
を
見
る
と
、
映
画
技
術
に
関
す
る
詳
細
な
内
容
が
記
さ
れ
る
の
は
同
頁
以
降
で
あ
り
、

そ
れ
が
「
手
帳
」
の
大
部
分
を
占
め
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
頁
は
、
映
画
と
い
う
新
分
野
の
世
界
に
志
し
始
め
た
彼
の
決
意
・
気

持
ち
を
表
明
し
た
も
の
で
、「the distant hills

」
は
そ
れ
を
学
ぶ
こ
と
の
不
安
と
困
難
さ
を
、「perfum

e of �ow
ers

」
は
未
知
な
る
期

待
の
意
味
を
込
め
た
と
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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彼
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
行
の
時
期
は
不
明
だ
が
、
一
九
二
六
〜
七
年
（
昭
和
元
〜
二
）
頃
で
あ
ろ
う
。
根
拠
と
し
て
「
手
帳
」
に
見
ら
れ
る

年
代
記
載
の
初
見
「July 27. 1927

」（
五
六
頁
）
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
一
九
二
九
年
の
益
田 

甫は
じ
めに
よ
る
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
映
画
製
作
現

場
レ
ポ
ー
ト
「
映
画
国
巡
礼
手
帳
」（
資
料
4
）
に
「（
益
田
は
）
ト
ー
キ
ン
グ
・
デ
パ
ー
ト
が
出
来
る
ま
で
三
年
間
松
井
（
勇
）
君
が
働

い
て
ゐ
た
と
云
ふ
ス
ペ
シ
ア
ル
・
エ
フ
ェ
ク
ト
・
デ
パ
ー
ト
の
ス
タ
ヂ
オ
に
案
内
さ
れ
る
。
そ
こ
は
ミ
ネ
チ
ュ
ア
・
ウ
ォ
ー
ク
を
専
問

（
マ
ヽ
）に

し
て
ゐ
る
ス
タ
ヂ
オ
で
あ
る
。
有
名
な
テ
ク
ニ
カ
ル
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
ポ
メ
ロ
イ
氏
の
創
設
し
た
」
と
あ
り
、
一
九
二
九
年
ま
で
の

「
三
年
間
」
と
な
れ
ば
、
同
年
を
含
め
る
と
一
九
二
七
年
も
し
く
は
六
年
頃
と
な
る
。

松
井
　
勇
は
こ
の
ポ
メ
ロ
イ
の
下
で
特
撮
技
術
を
学
び
、
当
時
の
ス
テ
ー
ジ
内
の
様
子
を
「
手
帳
」
五
〇
頁
に
図
解
で
記
録
し
て
い

る
。
当
時
の
ポ
メ
ロ
イ
は
次
々
と
斬
新
な
特
撮
の
技
法
を
開
発
し
、
大
き
な
注
目
を
浴
び
て
い
た
が
、
近
年
の
映
画
史
の
中
で
は
忘
れ
ら

れ
た
存
在
と
な
り
つ
つ
あ
る）

9
（

。
そ
こ
で
彼
の
生
涯
の
概
略
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
。

ポ
メ
ロ
イ
（Roy. J. PO

M
ERO

Y
）
は
一
八
九
二
年
に
イ
ン
ド
で
生
ま
れ
、
後
に
英
国
、
さ
ら
に
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
移
住
す
る
。

そ
こ
で
舞
台
美
術
や
シ
ョ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
の
事
業
を
手
掛
け
て
注
目
を
集
め
、
映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
る
ジ
ェ
シ
ー
・
L
・
ラ
ス

キ
ー
の
招
き
に
よ
り
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
界
に
参
入
す
る
。
以
後
、
セ
シ
ル
・
B
・
デ
ミ
ル
監
督
『
十
誡
』（
一
九
二
三
年
）
で
は
モ
ー

ゼ
の
力
で
紅
海
が
割
れ
る
有
名
な
特
撮
シ
ー
ン
を
担
当
、『
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
』（
一
九
二
四
年
）
で
は
役
者
を
ピ
ア
ノ
線
で
吊
る
し
て
演
技

を
さ
せ
る
ワ
イ
ヤ
ー
ワ
ー
ク
に
挑
ん
で
い
る
。
合
成
技
術
に
関
す
る
特
許
を
取
得
し
、
先
述
の
と
お
り
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
空
中
戦
を

扱
っ
た
『
つ
ば
さ
』
で
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
受
賞
。
空
戦
の
場
面
を
は
じ
め
随
所
に
彼
の
特
撮
技
術
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
サ
イ
レ
ン
ト
映
画

で
あ
っ
た
同
作
に
対
し
、
ポ
メ
ロ
イ
は
機
銃
の
掃
射
音
や
飛
行
機
の
エ
ン
ジ
ン
音
を
加
え
る
等
、
音
響
効
果
上
の
工
夫
を
施
し
、
こ
れ
ら

の
技
術
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。
彼
は
や
が
て
特
撮
パ
ー
ト
だ
け
で
な
く
映
画
全
体
の
監
督
・
脚
本
担
当
を
希
望
す
る
よ
う
に
な
り
、『
戦

場
の
勇
士
（Shock

）』（
一
九
三
四
年
）
等
が
そ
の
代
表
作
で
あ
る
。
だ
が
、
金
銭
上
の
問
題
で
会
社
経
営
側
と
対
立
し
、
映
画
製
作
か
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ら
遠
ざ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
特
撮
技
術
の
向
上
に
よ
り
、
彼
の
そ
れ
は
先
進
性
を
失
っ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た

出
来
事
が
心
労
と
し
て
重
な
り
、
一
九
四
七
年
に
彼
は
仕
事
場
に
お
い
て
睡
眠
薬
の
大
量
服
用
に
よ
り
死
亡
。
自
殺
と
目
さ
れ
て
い
る）

10
（

。

晩
年
期
は
不
遇
で
あ
っ
た
が
、
松
井
　
勇
が
学
ん
だ
当
時
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
ポ
メ
ロ
イ
の
技
術
は
世
界
最
先
端
で
あ
っ
た
。
彼
か
ら
学

ん
だ
技
術
は
「
手
帳
」
か
ら
具
体
的
に
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。「
手
帳
」
全
九
八
頁
の
中
、
直
接
映
画
に
関
す
る
記
載
は
全
五
二
頁

分
で
あ
る
が
、
そ
の
内
訳
と
し
て
内
容
的
に
最
も
多
い
の
が
ト
ラ
ン
ス
ペ
ラ
ン
シ
ー
の
一
九
頁
分
、
次
に
ミ
ニ
チ
ュ
ア
合
成
（
マ
ス
ク
合

成
・
グ
ラ
ス
ワ
ー
ク
）
の
一
三
頁
分
、
フ
ィ
ル
ム
の
特
性
等
に
つ
い
て
六
頁
分
、
現
像
液
に
つ
い
て
の
三
頁
分
、
映
画
製
作
全
体
に
つ
い

て
三
頁
分
、
ア
ニ
メ
に
撮
影
つ
い
て
二
頁
分
、
カ
レ
イ
ド
ス
コ
ー
プ
（
万
華
鏡
）
や
X
線
で
の
人
体
透
視
画
像
風
の
撮
影
方
法
に
つ
い
て

二
頁
分
、
オ
プ
チ
カ
ル
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
一
頁
分
、
そ
の
他
三
頁
分
で
あ
る
。
ト
ラ
ン
ス
ペ
ラ
ン
シ
ー
と
い
う
合
成
技
術
と
グ
ラ
ス
ワ
ー

ク
等
に
よ
る
ミ
ニ
チ
ュ
ア
合
成
に
多
く
の
関
心
が
払
わ
れ
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
二
点
こ
そ
が
日
本
帰
国
後
の
松
井
　
勇
の
特

撮
技
術
の
根
幹
を
な
す
の
で
あ
る
。

③
日
本
帰
国
・
特
許
取
得
・
映
画
製
作
開
始
期
（
一
九
三
〇
〜
三
四
）

「
手
帳
」
に
お
け
る
ハ
リ
ウ
ッ
ド
滞
在
時
の
年
代
記
載
で
最
も
下
る
の
が
六
三
頁
の
「
一
月
九
日
（
昭
和
五
年
）」
の
表
記
で
あ
り
、
資

料
5
で
は
同
年
一
一
月
一
二
日
に
日
本
の
特
許
庁
に
特
許
を
出
願
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
間
に
帰
国
し
た
こ
と
に
な
る
。
帰
国
し
て
早
々

に
特
許
を
出
願
。
翌
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
）
に
は
そ
れ
が
認
め
ら
れ
、
さ
ら
に
同
年
に
は
浜
松
の
商
家
の
出
身
で
あ
る
美
恵
（
一
九
〇

七
〜
九
三
）
と
結
婚
を
し
、
三
男
二
女
の
子
を
設
け
た
。
松
井
孝
夫
氏
は
そ
の
二
年
後
の
一
九
三
三
年
（
昭
和
八
）
に
長
男
と
し
て
誕
生

し
て
い
る
。
当
該
期
は
松
井
　
勇
の
生
涯
の
中
で
も
最
も
重
要
な
画
期
と
な
っ
た
頃
と
い
え
よ
う
。

特
許
に
つ
い
て
は
、
一
九
三
一
年
二
月
一
六
日
に
グ
ラ
ス
ワ
ー
ク
を
改
良
し
た
「
背
景
ノ
一
部
ヲ
絵
画
ヲ
以
テ
ス
ル
写
真
撮
影
方
法
」

で
「
特
許
第
九
〇
二
八
一
号
」
と
し
て
、
同
年
三
月
二
〇
日
に
「『
ト
ラ
ン
ス
ペ
ラ
ン
シ
ー
シ
ス
テ
ム
』
ニ
ヨ
ル
写
真
撮
影
方
法
」
で
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「
特
許
第
九
〇
七
一
八
号
」
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
認
め
ら
れ
た
（
資
料
1-

1
・
3
）。
こ
の
こ
と
は
「
ト
リ
ツ
ク
映
画
の
撮
影
に
新
機
軸
　

七
年
研
究
の
松
井
　
勇
氏
が
二
つ
の
特
許
出
願
」（『
東
京
日
日
新
聞
』
一
九
三
一
年
三
月
一
六
日
、
資
料
1- 

32
）
と
し
て
報
道
さ
れ
、

同
年
の
『
キ
ネ
マ
週
報
』
五
五
に
お
け
る
森 

岩
雄
の
連
載
「
煉
瓦
と
花
束
」
に
も
「
映
画
製
作
上
の
革
命
　
松
井
　
勇
氏
の
仕
事
」
に

取
り
上
げ
ら
れ
た
（
資
料
6
）。

森 

岩
雄
（
一
八
九
九
〜
一
九
七
九
）
は
映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
幾
多
の
名
作
を
製
作
し
、
映
画
会
社
経
営
の
近
代
化
に
努
め

た
人
物
で
あ
る）

11
（

。
一
九
二
五
〜
六
年
（
大
正
一
四
〜
五
）
に
欧
米
に
お
け
る
映
画
製
作
の
実
態
を
視
察
し
、
映
画
製
作
の
近
代
化
を
推
進

す
る
た
め
に
、
早
い
段
階
か
ら
特
撮
技
術
の
導
入
に
多
大
な
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
同
記
事
で
は
、
人
工
的
に
作
り

上
げ
た
空
間
の
方
が
そ
の
画
面
の
芸
術
的
価
値
を
高
め
易
い
こ
と
、
実
景
の
撮
影
に
は
複
雑
か
つ
高
価
な
場
面
も
、
特
撮
技
術
を
使
え
ば

安
価
か
つ
合
理
的
に
撮
影
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
等
を
挙
げ
る
。
そ
れ
に
続
け
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

右
に
挙
げ
た
理
由
に
よ
つ
て
、
米
・
独
の
大
撮
影
所
で
は
盛
ん
に
高
級
ト
リ
ツ
ク
を
使
用
し
て
便
宜
に
供
し
て
ゐ
る
。
私
は
こ
の
事

実
を
文
献
に
よ
り
、
且
つ
、
実
際
の
作
品
に
よ
つ
て
、
そ
の
大
体
を
想
像
し
て
ゐ
た
が
、
米
国
ポ
メ
ロ
イ
研
究
所
に
於
て
親
し
く
研

究
を
積
ま
れ
た
友
人
松
井
　
勇
氏
の
教
示
を
得
て
、
更
に
は
つ
き
り
し
た
知
識
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。

右
の
記
載
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
松
井
　
勇
は
帰
国
し
て
特
許
出
願
を
す
る
と
同
時
に
、
当
時
に
あ
っ
て
先
進
的
な
知
見
を
有
し
て
い
た

森 

岩
雄
に
注
目
し
、
特
撮
技
術
の
必
要
性
を
積
極
的
に
訴
え
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
森 

岩
雄
の
側
に
し
て
も
、
日
本

映
画
の
質
的
向
上
を
図
る
た
め
に
は
、
特
撮
技
術
の
導
入
が
不
可
欠
と
の
立
場
を
と
り
、
そ
れ
故
に
松
井
　
勇
に
よ
る
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
最

先
端
の
技
術
に
重
要
性
を
認
め
て
い
た
こ
と
が
読
み
解
け
る
の
で
あ
る
。
こ
の
出
会
い
を
契
機
に
、
森 

岩
雄
は
自
身
の
理
想
を
具
現
化

さ
せ
る
べ
く
、
松
井
　
勇
の
知
識
・
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
を
思
い
立
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
こ
れ
以
後
の
森
は
松
井
の
映
画
製
作

に
あ
た
り
、
何
度
か
支
援
を
図
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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ま
た
、
両
者
の
出
会
い
に
は
作
家
の
益
田 

甫
が
仲
介
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
ず
益
田 

甫
と
森 

岩
雄
の
関
係
で
あ
る
が
、
両
者
は
共

に
「
金
曜
会
」
と
い
う
映
画
製
作
の
便
宜
を
取
り
計
ら
う
団
体
メ
ン
バ
ー
の
一
員
で
あ
り
、
親
交
が
あ
っ
た）

12
（

。
次
に
益
田
と
松
井
の
関
係

に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
先
述
の
と
お
り
益
田
は
在
米
時
の
松
井
を
取
材
し
て
い
る
か
ら
旧
知
の
間
柄
で
あ
り
、
さ
ら
に
当
時
の
米
国
に
お

け
る
特
撮
技
術
の
先
進
性
に
つ
い
て
報
告
記
事
を
書
い
て
い
る
（
資
料
4
）。
つ
ま
り
益
井 

甫
も
森 

岩
雄
同
様
に
高
度
な
特
撮
技
術
が
日

本
映
画
の
発
展
に
資
す
る
と
い
う
点
で
共
通
認
識
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
他
方
、
松
井
も
益
田
を
頼
り
と
し
て
お
り
、
そ
れ
は
「
手

帳
」
八
九
・
九
〇
頁
掲
載
の
住
所
録
に
「M

r.H
ajim

e M
asuda Scenario D

ept.Japan C
inem

atograph co Tokyo C
ity

」
と
し
て
益

田 

甫
の
名
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
明
ら
か
で
あ
る）

13
（

。
以
上
、
状
況
証
拠
で
は
あ
る
も
の
の
、
益
田
を
媒
介
と
し
て
松
井
と
森
の
結

び
つ
き
が
形
成
さ
れ
た
と
見
做
さ
れ
、
こ
れ
以
後
、
三
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
理
想
の
実
現
に
向
け
、
具
体
的
に
行
動
を
起
こ
す
よ
う
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

そ
の
始
め
と
し
て
、
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
）
に
オ
リ
エ
ン
タ
ル
映
画
社
で
製
作
さ
れ
た
『
浪
子
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。
徳
富
蘆
花
『
不

如
帰
』
を
原
作
と
し
た
同
社
初
の
ト
ー
キ
ー
作
品
で
、
森 

岩
雄
は
脚
本
を
、
松
井
　
勇
は
ト
リ
ッ
ク
を
担
当
し
て
い
る
。
こ
の
人
選
は

森 

岩
雄
か
ら
の
推
薦
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
表
2
は
松
井
　
勇
の
フ
ィ
ル
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
で
あ
る
が
、
同
作
は
そ
の
第
一
作
目
に
あ

た
り
、
ま
た
、
現
在
視
聴
し
得
る
唯
一
の
作
品
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

原
作
で
は
日
清
戦
争
を
時
代
背
景
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
本
作
は
時
局
に
合
わ
せ
て
、
同
年
に
起
き
た
第
一
次
上
海
事
変
の
頃
に
設

定
し
て
い
る
。
作
品
を
実
見
す
る
限
り
、
松
井
　
勇
は
戦
闘
機
の
空
戦
シ
ー
ン
を
担
当
し
て
い
た
と
目
さ
れ
、
ト
ラ
ン
ス
ペ
ラ
ン
シ
ー
に

よ
り
実
景
の
空
の
映
像
と
ミ
ニ
チ
ュ
ア
飛
行
機
が
飛
ぶ
様
子
と
を
合
成
し
た
場
面
が
見
受
け
ら
れ
る
（
二
五
分
・
四
四
分
の
箇
所）

14
（

）。
脚

本
を
書
い
た
森 

岩
雄
も
松
井
　
勇
の
特
撮
技
術
を
前
提
と
し
て
、
意
図
的
に
空
戦
の
場
面
を
物
語
に
組
み
込
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、『
つ
ば
さ
』（
フ
ァ
ー
ス
ト
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
よ
り
二
〇
〇
六
年
販
売
のD

V
D

視
聴
）
と
比
較
す
る
と
、
興
味
深
い
点
に
気
付
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く
。
ま
ず
撮
影
に
用
い
ら
れ
た
ミ
ニ
チ
ュ
ア
飛
行
機
は
、『
つ
ば
さ
』

の
四
七
分
三
三
秒
・
同
四
五
秒
の
箇
所
と
『
浪
子
』
の
二
四
分
四
七
秒

の
箇
所
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
と
同
一
で
あ
る
。『
つ
ば
さ
』
四
七
分

三
九
秒
と
『
浪
子
』
四
四
分
四
六
秒
の
箇
所
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た

『
浪
子
』
で
は
四
四
分
五
五
秒
に
飛
行
機
墜
落
の
場
面
が
あ
る
が
、
こ

れ
は
『
つ
ば
さ
』
一
時
間
一
分
二
三
秒
目
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ

る
。
前
者
は
引
き
気
味
の
ア
ン
グ
ル
で
手
前
に
柵
が
入
っ
て
い
る
が
、

後
者
は
幾
分
、
寄
り
の
ア
ン
グ
ル
で
柵
は
な
い
。
だ
が
、
墜
落
の
描
写

は
明
ら
か
に
同
一
で
あ
る
。
以
上
か
ら
す
る
と
、
松
井
　
勇
は
ハ
リ

ウ
ッ
ド
か
ら
の
帰
国
時
に
、
ポ
メ
ロ
イ
の
ス
タ
ジ
オ
に
あ
っ
た
ミ
ニ

チ
ュ
ア
・
プ
ロ
ッ
プ
類
、
ま
た
、
未
編
集
フ
ィ
ル
ム
等
の
譲
渡
を
受

け
、
そ
の
活
用
を
前
提
と
し
て
、
比
較
的
安
価
に
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
な
場

面
を
撮
影
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
松
井
　
勇
の
撮
影
・
製
作
技
術
は
森 

岩
雄
か
ら
の
信
頼

を
得
た
よ
う
で
、
森
は
松
井
に
対
し
て
次
の
手
紙
を
送
っ
て
い
る
（
資

料
7
）。啓

　
其
の
後
は
御
無
沙
汰
致
し
ま
し
た
。
池
永
さ
ん
の
お
話
は
ど

う
な
り
ま
し
た
か
。
又
、
そ
の
後
の
プ
ラ
ン
は
ど
う
な
り
ま
し
た

表 2　松井 勇フィルモグラフィー

製作（製）・ 
公開（公）年 作品名 製作会社 監督 松井　勇担当

1932年（昭和7）製・公 浪子 オリエンタル映画 田中栄三 トリック

1934年（昭和9）製・公 爆撃飛行隊 J・O太秦発声 根津　新・ 
三枝源次郎 特別効果

1936年（昭和11）製・公 忍術猛獣国
探検 マキノ・トーキー 牧　陶六

トランスペアランシー 
（原案？　名義は 
「マキノ・トーキー 
特殊映画部」）

1939年（昭和14）製・
（未公開？） 渡洋爆撃隊 興亜映画社 松石　理 脚本構成

1942年（康徳9）公 娘々廟 満州映画協会 水ケ江龍一 （特別効果）

1942年（康徳9）（未公
開？） 望郷 満州映画協会 不明 （特別効果）

1942年（康徳9）公 瓔珞公主 満州映画協会 山内英三 （特別効果）

1942年（康徳9）公 雁南飛 満州映画協会 楊　葉 （特別効果）

※ 記載にあたっては資料の原表記を重視したが、筆者が命名・考証・推測した箇所は（　）
に入れて表記した。
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か
。
一
度
お
聞
か
せ
下
さ
い
。
出
来
得
れ
ば
す
べ
て
一
応
年
内
に
取
り
ま

（
と
脱
カ
）め
た
い
と
存
じ
ま
す
。
一
昨
日
、
関
西
よ
り
帰
り
ま
し

た
。
何
卒
右
ま
で
貴
意
を
得
度
　
不
一

　
十
二
月
廿
四
日
　
　
　
　
　
　
森
岩
雄

松
井
　
勇
様

年
代
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
封
筒
に
は
東
京
都
淀
橋
区
の
松
井
　
勇
自
宅
宛
て
と
な
っ
て
い
る
。
淀
橋
区
が
発
足
す
る
の
が
一
九
三
二

年
（
昭
和
七
）
で
あ
る
か
ら
（『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
　
東
京
都
』
七
四
八
頁
）、
そ
れ
以
降
の
も
の
。
本
文
中
の
「
池
永
さ
ん
」
と
は

一
九
三
三
年
（
昭
和
八
）
に
J
・
O
・
太
秦
発
声
映
画
株
式
会
社
を
設
立
し
、
所
長
と
な
っ
た
池
永
浩
久
の
こ
と
で
あ
る）

15
（

。
二
人
の
関

係
は
、
同
社
が
一
九
三
四
年
（
昭
和
九
）
に
製
作
（
担
当 

池
永
浩
久
）
公
開
し
た
『
爆
撃
飛
行
隊
』
に
松
井
　
勇
は
「
特
別
効
果
」
と

し
て
参
加
し
て
い
る
。
か
か
る
両
者
の
繋
が
り
、
ま
た
同
年
以
降
の
松
井
　
勇
は
大
阪
・
京
都
方
面
を
主
た
る
活
動
現
場
と
し
て
い
た
こ

と
か
ら
す
る
と
、
本
手
紙
は
そ
れ
以
前
、
す
な
わ
ち
一
九
三
三
年
の
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
松
井
　
勇
は
こ
の
翌
年
に
『
爆
撃
飛
行
隊
』

の
撮
影
に
携
わ
り
、
ま
た
、
独
立
映
画
会
社
の
設
立
を
発
表
し
た
こ
と
か
ら
、
手
紙
の
「
そ
の
後
の
プ
ラ
ン
」
と
は
具
体
的
に
こ
れ
ら
の

案
件
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
森 

岩
雄
は
松
井
　
勇
の
特
撮
技
術
を
映
画
の
実
製
作
の
場
で
生
か
せ
る
よ
う
便
宜
を
図
っ
て
い
た
こ
と

が
右
の
手
紙
か
ら
読
み
解
け
る
の
で
あ
る
。

④
映
画
製
作
会
社
設
立
構
想
期
（
一
九
三
四
〜
三
六
）

『
爆
撃
飛
行
隊
』
の
概
要
は
『
キ
ネ
マ
旬
報
』
四
九
八
（
一
九
三
四
年
）・
資
料
8
の
宣
伝
ち
ら
し
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
主
演
の
早
川

雪
洲
は
主
人
公
で
あ
る
海
軍
航
空
隊
の
田
中
中
尉
の
役
。
宣
戦
布
告
が
な
さ
れ
た
と
い
う
時
代
設
定
下
、
無
敵
艦
隊
撃
滅
の
た
め
に
田
中

中
尉
等
は
出
撃
す
る
も
、
僚
機
は
次
々
に
撃
墜
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
最
中
、
彼
は
敵
の
航
空
母
艦
を
発
見
し
、
そ
れ
に
体
当
り
攻
撃
を
仕

掛
け
、
壮
烈
に
戦
死
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
敵
の
大
艦
隊
や
航
空
戦
な
ど
は
明
ら
か
に
特
撮
技
術
で
な
け
れ
ば
描
け
な
い
場
面
で
あ
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り
、
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
特
撮
を
本
格
的
に
用
い
た
作
品
で
あ
る
。
資
料
8
の
ち
ら
し
に
も
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
特
撮
プ
ー
ル
で
撮

影
し
た
と
思
し
い
艦
船
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
群
が
確
認
さ
れ
る
。『
キ
ネ
マ
旬
報
』
の
紹
介
記
事
に
よ
れ
ば
、「
J
O
・
太
秦
春
の
大
作
」
と
し

て
大
々
的
に
打
ち
出
さ
れ
た
。

本
作
で
特
撮
技
術
の
実
績
を
世
に
示
し
て
か
ら
間
も
な
く
の
時
期
に
「
世
は
も
は
や
ト
リ
ッ
ク
時
代
だ
　
株
主
諸
君
は
一
読
せ
ら
れ
よ
」

（『
帝
国
通
信
』
一
九
三
四
年
五
月
二
四
日
、
資
料
1- 

31
） 

と
題
し
て
、
松
井
　
勇
に
よ
る
特
撮
映
画
の
製
作
会
社
「
松
井
キ
ネ
マ
株
式

会
社
」
設
立
構
想
が
報
道
さ
れ
た
。
同
社
の
概
要
は
本
稿
冒
頭
で
紹
介
し
た
『
銀
幕
の
黎
明
』（
資
料
9
）・『
松
井
キ
ネ
マ
株
式
会
社
　

創
立
趣
意
書
　
起
業
目
論
見
書
　
収
支
予
算
書
　
定
款
』（
資
料
10
）
に
明
ら
か
で
あ
る
。
両
資
料
と
も
発
行
者
の
名
義
は
「
松
井
キ
ネ

マ
株
式
会
社
設
立
事
務
所
」
で
あ
り
、
住
所
は
大
阪
市
西
区
立
売
堀
北
通
り
一
丁
目
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
刊
行
年
の
明
記
は
な
い

が
、
資
料
1- 

31
の
報
道
記
事
は
『
銀
幕
の
黎
明
』（
資
料
9
）
の
文
章
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
の
で
、
明
ら
か
に
同
時
期
、
す
な
わ

ち
一
九
三
四
年
（
昭
和
九
）
発
刊
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
両
資
料
の
執
筆
者
は
不
明
で
あ
る
が
、
冒
頭
引
用
の
と
お
り
、「
松
井
氏

の
技
術
」
と
の
表
記
か
ら
、
松
井
　
勇
自
身
で
は
な
く
第
三
者
の
筆
に
よ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
当
時
、
日
本
で
は
十
分
に
そ
の
技

術
が
浸
透
し
て
い
な
い
ト
ラ
ン
ス
ペ
ラ
ン
シ
ー
に
つ
い
て
正
確
な
紹
介
が
な
さ
れ
、
ま
た
、
先
述
し
た
松
井
　
勇
と
の
交
友
関
係
か
ら
、

本
文
書
も
益
田 

甫
の
手
に
よ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

日
本
映
画
界
に
「
黎
明
」
を
も
た
ら
す
と
い
う
高
い
目
標
を
掲
げ
た
同
社
で
あ
る
が
、
そ
の
実
際
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。
資

料
10
に
掲
載
さ
れ
た
「
収
支
予
算
表
」
に
は
、
収
入
金
と
し
て
三
四
万
七
千
円
が
計
上
さ
れ
、
そ
の
内
訳
と
し
て
特
作
品
三
種
賃
貸
料
金

及
歩
金
と
し
て
三
〇
万
二
千
円
、
宣
伝
軍
事
社
会
教
化
映
画
売
上
金
と
し
て
四
万
五
千
円
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
支
出
金
と
し
て
二
一
万

九
千
円
が
計
上
さ
れ
、
主
た
る
内
訳
と
し
て
年
三
回
の
映
画
製
作
に
九
万
六
千
円
、
官
伝
軍
事
特
殊
映
画
製
作
費
に
一
万
八
千
円
他
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
収
支
の
差
額
と
し
て
一
二
万
八
千
円
の
利
益
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
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当
時
の
映
画
製
作
費
に
つ
い
て
一
九
三
三
年
（
昭
和
八
年
）
の
新
聞
記
事
「
映
画
驚
嘆
物
語
」
に
よ
れ
ば
、
米
国
の
大
会
社
製
作
の
普

通
作
品
は
平
均
二
〇
万
ド
ル
で
、
日
本
円
に
換
算
す
る
と
四
〇
万
円
程
度
で
あ
る
の
に
対
し
、
日
本
で
は
「
せ
い
〴
〵
一
本
三
萬
円
程

度
」
で
、
小
会
社
で
は
「
製
作
費
も
六
七
千
円
程
度
」
の
場
合
も
あ
る
と
し
て
い
る）

16
（

。
つ
ま
り
米
国
の
大
会
社
に
よ
る
映
画
製
作
費
は
普

通
規
模
の
作
品
で
あ
っ
て
も
日
本
の
そ
れ
の
一
〇
倍
以
上
、
小
会
社
製
作
で
は
五
〇
〜
六
〇
倍
も
の
開
き
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

松
井
　
勇
の
目
論
見
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
大
作
ク
ラ
ス
の
作
品
を
年
間
三
本
製
作
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
は

日
本
の
映
画
製
作
の
現
実
か
ら
は
か
け
離
れ
た
数
字
で
あ
っ
た
。
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
の
映
画
製
作
規
模
の
常
識
か
ら
す
れ
ば
、
松
井
キ
ネ
マ

の
目
論
見
は
低
予
算
規
模
の
計
算
と
な
る
が
、
日
本
の
実
態
は
そ
れ
よ
り
も
遥
か
に
劣
悪
な
条
件
下
で
製
作
し
て
い
た
訳
で
、
こ
れ
は
松

井
　
勇
に
と
っ
て
想
定
外
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
世
の
中
に
対
し
松
井
　
勇
の
技
術
力
を
示
す
機
会
と
な
っ
た
『
爆
撃
飛
行
隊
』
に
つ
い
て
も
、
そ
の
評
判
は
決
し
て
望
ま
し
い

も
の
で
は
な
か
っ
た
。『
キ
ネ
マ
旬
報
』
五
〇
七
（
一
九
三
四
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
村
上
久
雄
の
作
品
評
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て

い
る
。之

は
そ
の
組
立
て
ら
れ
た
物
語
、
監
督
手
法
の
方
面
か
ら
見
て
の
つ
ま
ら
な
さ
と
共
に
、
飛
行
機
に
よ
る
空
中
戦
を
描
い
た
物
と
し

て
も
亦
児
戯
に
類
す
る
と
言
ふ
以
上
を
出
な
い
甚
だ
あ
ぢ
き
な
い
映
画
で
あ
つ
た
。（
中
略
）
松
井
　
勇
に
よ
る
特
別
効
果
に
よ
る

ト
リ
ッ
ク
の
い
く
つ
か
ゞ
僅
か
に
収
穫
と
い
へ
る
物
だ
つ
た
。
音
響
効
果
も
甚
だ
感
心
し
な
い
。

松
井
　
勇
が
担
当
し
た
「
特
別
効
果
」
は
幾
分
、
好
意
的
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
作
品
全
体
と
し
て
は
酷
評
で
あ
っ
た
。
こ

う
し
た
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
大
き
な
話
題
と
も
な
ら
ず
、
松
井
キ
ネ
マ
へ
の
出
資
も
当
初
想
定
よ
り
は
集
ま
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
。
以
上
か
ら
、
松
井
キ
ネ
マ
株
式
会
社
設
立
構
想
は
頓
挫
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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⑤
興
亜
映
画
社
の
活
動
期
（
一
九
三
六
〜
四
一
）

松
井
キ
ネ
マ
株
式
会
社
構
想
は
画
餅
に
帰
し
た
が
、
そ
れ
で
も
映
画
製
作
会
社
の
設
立
を
諦
め
た
訳
で
は
な
く
、
規
模
を
縮
小
し
て

「
興
亜
映
画
社
」
と
い
う
個
人
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
を
立
ち
上
げ
て
い
る
（
名
称
は
類
似
し
て
い
る
が
「
興
亜
映
画
株
式
会
社
」
と
は
全
く

の
別
会
社）

17
（

）。「
劇
映
画
製
作
・
輸
入
及
配
給
関
係
社
名
録
」（『
日
本
映
画
年
鑑
』
昭
和
一
六
年
度
版
、
大
同
社
、
一
九
四
一
年
）
に
は

「
興
亜
映
画
社
　
東
京
市
麹
町
区
内
幸
町
二
―
一
一
　
仁
寿
ビ
ル
　
銀
座
四
一
　
四
―
八
　
代
　
松
井
　
勇
　
映
画
製
作
配
給
」
と
記
録

さ
れ
て
い
る
。

そ
の
創
立
時
期
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
資
料
13
に
よ
れ
ば
、
同
社
社
員
の
一
人
が
「
昭
和
十
一
年
一
月
ヨ
リ
同
十
四
年
十
月

マ
デ
（
三
年
十
ケ
月
間
）
興
亜
映
画
社
ニ
入
社
　
各
種
ト
リ
ッ
ク
・
線
画
・
字
幕
等
ヲ
従
事
」
し
て
い
た
と
い
う
興
味
深
い
記
述
が
あ

る
。
こ
の
こ
と
で
少
な
く
と
も
一
九
三
六
年
（
昭
和
一
一
）
一
月
に
は
同
社
は
確
実
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
先
の
松
井
キ
ネ
マ

株
式
会
社
設
立
構
想
の
時
期
を
勘
案
す
れ
ば
、
同
年
初
頭
も
し
く
は
そ
の
直
前
頃
に
創
設
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

ま
た
、
同
社
の
活
動
と
し
て
「
各
種
ト
リ
ッ
ク
・
線
画
・
字
幕
等
ヲ
従
事
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
表
2
の
フ
ィ
ル
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
は

掲
載
さ
れ
な
い
、
ま
た
、
映
画
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
も
上
ら
な
い
よ
う
な
特
撮
技
術
の
下
請
け
的
な
業
務
を
数
多
く
こ
な
し
て
い
た
こ
と
が

読
み
解
け
る
。
し
た
が
っ
て
表
2
掲
出
作
品
以
外
に
も
松
井
　
勇
が
担
当
し
た
映
画
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
追
及
は
今
後
の

課
題
で
あ
る
。

当
該
期
の
彼
の
活
動
は
「
米
国
ト
リ
ツ
ク
界
の
権
威
ポ
マ
レ
ー
博
士
の
愛
弟
子
松
井
氏
が
『
ト
ラ
ン
ス
ペ
ラ
ン
シ
イ
』『
グ
ラ
ス
・
プ

ロ
セ
ス
』
の
ト
リ
ツ
ク
を
マ
キ
ノ
『
忍
術
猛
獣
国
』
よ
り
見
参
」（『
映
画
毎
日
新
聞
』
一
九
三
六
年
八
月
二
八
日
、
資
料
1 - 

30
）
と
し

て
報
道
さ
れ
て
い
る
。
同
作
は
マ
キ
ノ
雅
弘
監
督
（「
牧
陶
六
」
名
義
）、
出
演
は
団
徳
麿
・
島
津
勝
二
ほ
か
、
松
井
　
勇
は
「
ト
ラ
ン
ス

ペ
ア
ラ
ン
シ
ー
」
と
し
て
製
作
に
携
わ
っ
た
（
資
料
1 - 

11
）。
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『
キ
ネ
マ
旬
報
』
五
九
四
（
一

九
三
六
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
あ
ら

す
じ
に
よ
れ
ば
、
豊
臣
秀
吉
か
ら

朝
鮮
の
内
情
を
探
索
す
る
よ
う
命

じ
ら
れ
た
猿
飛
佐
助
と
三
好
清
海

入
道
は
、
忍
術
に
よ
り
空
中
を
高

く
舞
っ
た
と
こ
ろ
、
途
中
で
暴
風

に
遭
い
、
ア
フ
リ
カ
に
着
陸
。
彼

の
地
で
様
々
な
猛
獣
に
襲
わ
れ
、

命
か
ら
が
ら
日
本
に
逃
げ
帰
る
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
宣
伝
ち
ら

し
・
ス
チ
ー
ル
写
真
類
に
よ
れ
ば

（
1-

8
・
11
・
12
）、
大
坂
城
の
ミ

ニ
チ
ュ
ア
、
宇
宙
空
間
の
セ
ッ
ト

の
他
、
猛
獣
や
異
国
の
風
景
の
記

録
映
像
フ
ィ
ル
ム
と
様
々
な
反
応

を
す
る
主
人
公
と
を
ト
ラ
ン
ス
ペ

ラ
ン
シ
ー
に
よ
っ
て
合
成
撮
影
し

図 2
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た
も
の
が
確
認
さ
れ
る
（
図
2
）。

同
作
の
宣
伝
惹
句
は
先
の
『
映
画
毎
日
新
聞
』
の
他
、「
在
米
拾
有
余
年
の
研
鑽
功
成
り
日
本
特
許
権
を
獲
得
せ
る
技
術
者
松
井
　
勇

氏
が
半
歳
の
日
子
と
マ
キ
ノ
が
社
運
を
堵

（
賭
）
し
て
遂
に
完
成
を
見
た
る
ト
ラ
ン
ス
ペ
ラ
ン
シ
ス
テ
ム
に
依
る
真
の
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
映
画
」

（『
パ
ー
ク
キ
ネ
マ
ニ
ュ
ー
ス
』
一
九
三
六
年
一
〇
月
二
三
日
、
資
料
1 - 

10
）、「
マ
キ
ノ
特
殊
映
画
部
第
一
回
超
弩
級
　
忍
術
猛
獣
国
探

検
」（
千
鳥
興
業
の
封
筒
に
押
印
さ
れ
た
ス
タ
ン
プ
、
資
料
1-

9
）
と
あ
り
、
い
ず
れ
も
松
井
　
勇
の
特
撮
技
術
を
全
面
に
押
し
立
て
た

ス
ペ
ク
タ
ク
ル
作
品
で
あ
る
こ
と
で
共
通
す
る
。
本
作
の
原
案
は
「
マ
キ
ノ
ト
ー
キ
ー
特
殊
映
画
部
」
名
義
で
、
そ
の
一
回
目
の
担
当
作

品
で
あ
っ
た
こ
と
が
謳
わ
れ
て
い
る
が
、
ト
ラ
ン
ス
ペ
ラ
ン
シ
ー
の
活
用
を
前
提
と
し
た
作
品
内
容
・
性
格
か
ら
す
れ
ば
そ
の
実
態
は
松

井
　
勇
を
中
心
と
し
た
部
署
だ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。

本
作
の
公
開
は
マ
キ
ノ
ト
ー
キ
ー
が
株
式
会
社
化
し
た
一
九
三
六
年
九
月
の
翌
月
で
あ
る
。
そ
の
記
念
的
意
味
と
話
題
性
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
ま
た
、
新
規
性
に
富
み
、
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
性
も
あ
る
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
製
作
が
実
現
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
何
よ
り
マ
キ
ノ
雅
弘
は
特
撮
技
術
に
も
興
味
と
理
解
を
持
っ
て
お
り
、『
首
の
座
』（
一
九
二
九
年
）
で
は
ス
ク
リ
ー
ン
プ
ロ
セ
ス
に

挑
戦
し
、
そ
れ
は
当
時
と
し
て
は
早
い
事
例
に
属
し
て
い
た
。
ト
ー
キ
ー
の
機
械
に
つ
い
て
も
独
学
で
学
ん
だ
と
さ
れ
、
こ
う
し
た
点
も

与
っ
て
ハ
リ
ウ
ッ
ド
仕
込
み
の
最
新
の
合
成
技
術
に
関
心
を
寄
せ
た
の
で
あ
ろ
う）

18
（

。

こ
の
よ
う
に
本
作
は
鳴
物
入
り
で
宣
伝
・
期
待
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
の
評
判
は
芳
し
く
は
な
か
っ
た
。『
キ
ネ
マ
旬

報
』
五
九
四
（
一
九
三
六
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
村
上
忠
久
の
評
を
引
用
し
よ
う
。

松
井
　
勇
に
よ
る
ト
ラ
ン
ス
ペ
ア
レ
ン
シ
イ
を
用
ひ
て
の
大
ト
リ
ッ
ク
映
画
と
言
ふ
触
れ
込
み
だ
つ
た
の
で
、
い
く
ら
か
見
る
に
足

る
ト
リ
ッ
ク
で
も
あ
る
か
と
思
ひ
の
他
に
之
は
全
然
子
供
だ
ま
し
的
な
幼
稚
な
ト
リ
ッ
ク
が
極
め
て
不
味
く
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
に
過

ぎ
な
か
つ
た
。
外
国
の
色
々
な
猛
獣
映
画
の
複
写
と
二
人
の
主
人
公
と
の
不
味
い
現
は
し
方
は
、
徒
ら
に
観
客
の
眼
を
痛
め
る
の
み
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で
、
之
で
は
娯
楽
ど
こ
ろ
の
騒
ぎ
で
は
な
い
。
猿
飛
と
三
好
が
複
写
の
為
に
粒
子
の
荒
れ
て
眼
の
痛
く
な
る
猛
獣
映
画
を
見
物
し
て

ゐ
る
と
言
へ
ば
そ
れ
で
い
ゝ
態
の
物
で
、
劇
映
画
ら
し
い
面
白
さ
も
、
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
物
ら
し
い
楽
し
さ
も
無
く
、
猛
獣
実
写
映
画

と
し
て
も
全
体
的
の
編
輯
方
法
が
甚
だ
不
味
い
。（
中
略
）
マ
キ
ノ
・
ト
ー
キ
ー
特
殊
映
画
部
も
こ
ん
な
子
供
だ
ま
し
的
な
仕
事
で

は
、
之
か
ら
先
の
期
待
は
か
け
に
く
い
。

マ
キ
ノ
雅
弘
の
フ
ィ
ル
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
は
以
降
、
同
名
義
の
部
署
は
登
場
せ
ず
、
本
作
を
も
っ
て
消
滅
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
奇
し
く

も
東
宝
で
森
　
岩
雄
主
導
の
下
に
「
特
殊
技
術
課
」
が
設
け
ら
れ
た
の
は
こ
の
翌
年
一
九
三
七
年
（
昭
和
一
二
）
で
、
初
代
課
長
は
円
谷

英
二
で
あ
っ
た
。
特
撮
の
専
門
部
署
に
て
映
画
撮
影
を
行
っ
た
の
は
歴
史
的
に
は
松
井
　
勇
の
方
が
先
ん
じ
て
い
た
こ
と
に
な
る
訳
で
、

そ
の
先
進
性
は
銘
記
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
だ
が
、
映
画
史
に
そ
の
名
を
残
せ
な
か
っ
た
の
は
、
本
作
の
作
品
的
・
興
行
的
失
敗
に
帰
す

る
と
い
え
よ
う
。

以
後
、
興
亜
映
画
社
は
暫
く
雌
伏
の
時
を
過
ご
す
こ
と
に
な
る
が
、
一
九
三
九
年
（
昭
和
一
四
）
に
「
本
格
的
な
空
中
戦
を
描
く
劇
映

画
『
渡
洋
爆
撃
隊
』」（『
国
民
新
聞
』
一
月
一
一
日
、
資
料
1 - 

29
）
と
し
て
映
画
製
作
を
発
表
す
る
。
当
該
作
品
は
「
軍
事
普
及
部
の

梅
崎
大
佐
に
原
案
を
依
頼
し
、
松
井
氏
が
脚
本
構
成
、
熊
谷
草
弥
氏
の
カ
メ
ラ
、
普
及
部
山
口
少
佐
が
監
修
し
て
世
界
空
軍
史
に
輝
く
第

一
回
渡
洋
大
爆
撃
を
映
画
に
依
つ
て
再
現
し
よ
う
と
今
準
備
に
か
ゝ
つ
て
ゐ
る
が
今
月
半
ば
か
ら
撮
影
を
開
始
し
て
五
月
の
海
軍
記
念
日

迄
完
成
す
る
予
定
に
な
つ
て
ゐ
る
」
と
あ
る
。『
忍
術
猛
獣
国
探
検
』
同
様
に
、
軍
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
た
既
存
の
第
二
次
上
海
事
変

（
一
九
三
七
年
）
時
の
記
録
フ
ィ
ル
ム
を
ト
ラ
ン
ス
ペ
ラ
ン
シ
ー
に
よ
っ
て
合
成
す
る
こ
と
で
、
低
予
算
で
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
な
場
面
撮
影

を
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
注
意
を
惹
か
れ
る
の
が
カ
メ
ラ
の
熊
谷
草
弥
で
、
彼
は
近
年
注
目
を
集
め
て
い
る
『
江

戸
に
現
れ
た
キ
ン
グ
コ
ン
グ
』（
一
九
三
八
年
）
を
監
督
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る）

19
（

。
松
井
　
勇
は
本
作
の
製
作
に
あ
た
り
、
特
撮
技

術
に
精
通
し
た
人
物
を
招
聘
し
た
こ
と
が
窺
え
、
そ
れ
だ
け
興
亜
映
画
社
と
し
て
力
を
入
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
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実
際
に
軍
か
ら
の
協
力
も
得
ら
れ
、
霞
ケ
浦
飛
行
場
で
飛
行
機
の
実
景
撮
影
も
実
施
さ
れ
て
い
る
（
資
料
1 - 

14
〜
19
）。
そ
の
時
の

写
真
に
は
松
井
　
勇
と
共
に
本
作
の
監
督
と
し
て
「
松
石 

理
」
の
名
が
資
料
1
ア
ル
バ
ム
に
注
記
さ
れ
て
い
る
（
資
料
1 - 

14
）。

だ
が
、
こ
の
よ
う
に
具
体
的
に
製
作
が
進
め
ら
れ
な
が
ら
も
、
本
作
が
実
際
に
公
開
さ
れ
た
形
跡
は
見
ら
れ
な
い）

20
（

。
製
作
が
中
断
さ
れ

た
か
、
完
成
し
て
も
未
公
開
と
な
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
理
由
・
事
情
の
詳
細
は
現
段
階
で
は
全
く
不
明
で
あ
る
。

⑥
満
州
映
画
協
会
で
の
活
動
期
（
一
九
四
一
〜
四
三
）

次
に
引
用
す
る
資
料
12
は
松
井
　
勇
の
人
生
に
と
っ
て
ま
た
転
機
と
な
っ
た
文
書
で
あ
る
。

満
映
娯
八
第
八
号
（
娯
八
ノ
第
七
七
号
）

　
　
康（

一

徳九

八四
一
年
）年
八
月
十
九
日
　
　
　
　
　
株
式
会
社
満
州
映
画
協
会

 
 

 
 

　
　
　
娯
楽
映
画
部
長
　
牧
野
満
男
（
朱
印
）

　
松
井
　
勇
殿

　
　
　
ト
リ
ッ
ク
撮
影
依
頼
ノ
件

拝
啓
　
予
テ
御
諒
解
ヲ
得
置
候
劇
映
画
ト
リ
ツ
ク
撮
影
ノ
件
、
本
月
末
日
ヨ
リ
開
始
ノ
運
ト
相
成
候
ニ
就
テ
ハ
、
ソ
レ
ニ
間
ニ
合
フ

様
、
御
来
社
相
成
度
、
旅
費
其
ノ
他
雑
費
ト
シ
テ
金
五
百
円
也
、
弊
社
東
京
支
社
ニ
於
テ
御
領
収
被
下
度
候
。
猶
、
東
京
御
出
発
ノ

節
ハ
、
乍
御
手
数
、
予
メ
電
報
ヲ
以
テ
御
報
知
ニ
預
リ
度
、
右
取
敢
要
用
ノ
ミ
得
貴
意
候
　
敬
具

満
州
映
画
協
会
（
以
下
「
満
映
」）
製
作
映
画
に
ト
リ
ッ
ク
撮
影
の
担
当
依
頼
が
な
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
。
差
出
人
の
牧
野
満
男
は
マ

キ
ノ
雅
弘
の
弟
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、『
忍
術
猛
獣
国
探
検
』
製
作
を
介
し
て
松
井
　
勇
と
牧
野
満
男
と
の
関
係
が
生
じ
、
こ
の
依
頼

に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
旅
費
・
雑
費
と
し
て
五
〇
〇
円
が
渡
さ
れ
、
同
年
八
月
中
に
渡
満
し
た
と
解
し
得
る
。

彼
の
満
映
時
代
に
関
す
る
資
料
と
し
て
、
資
料
1 - 

24
・
25
が
挙
げ
ら
れ
、
何
れ
も
彼
が
実
際
に
携
わ
っ
た
映
画
作
品
の
撮
影
プ
ラ
ン
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に
関
す
る
メ
モ
書
で
あ
る
。

　
娘
々
廟 

 

作
り
物

　
　
昇
天 

O
.K

. 
 

棒
（
パ
イ
プ
）
ブ
ッ
サ
シ
　
大
小
　
十
一
月
七
日

　
　
ズ
ー
ム 

〃 
 

飛
行
機

　
望
郷 

 

人
形
ト
馬

　
　
筏
正
面 

O
.K

. 
 

崖
　
ロ
ン
グ

　
　
〃
側
面 
〃 

 

足
元
ノ
岩

　
　
飛
行
機
　
正
雲 
〃 

 

土
手
　
飛
行
キ

　
　
〃
　
横 

〃 
 

馬
ノ
背

　
　
〃
（
ツ
イ
ラ
ク
） 

〃 
 

岩
ノ
下
台

　
瓔
珞
公
主 

 
小
道
具

　
　
馬
ト
雲 

O
.K

. 
 

フ
ワ
ン

　
　
馬
ノ
走
リ 

LO
N

G
 

 

ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
　
赤

　
　
〃 

U
P 

 

移
動
車

　
　
鏡
眼 

？ 
 

二
十
八
番
線
　
三
十
番
線
　
各
五
十
匁

右
は
資
料
1 - 

25
で
あ
る
。
山
口
猛
氏
作
成
の
満
州
映
画
協
会
フ
ィ
ル
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
よ
れ
ば）

21
（

、『
娘
々
廟
』
は
、
下
界
に
追
放
さ

れ
た
天
女
が
再
び
天
上
に
戻
る
と
い
う
映
画
で
あ
る
。
右
に
「
昇
天
　
　O

.K
.

」
と
あ
る
の
で
、
当
該
シ
ー
ン
が
撮
影
可
能
か
否
か
を
判

断
し
、
見
通
し
の
つ
い
た
も
の
は
「O

.K
.

」
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。『
望
郷
』
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
こ
れ
は
全
シ
ー
ン
「O

.K
.

」
で
あ
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る
。
た
だ
し
、
同
作
は
山
口
氏
の
フ
ィ
ル
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
掲
載
さ

れ
て
お
ら
ず
、
未
公
開
（
未
製
作
）
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。『
瓔

珞
公
主
』
に
つ
い
て
、
山
口
氏
の
そ
れ
で
は
一
九
四
一
年
（
昭
和
一

六
）
に
配
し
な
が
ら
、
一
方
で
「
坪
井
與
の
記
録
で
は
昭
和
十
七
年

の
項
に
収
録
」
と
注
記
し
て
い
る
。
表
2
の
と
お
り
松
井
　
勇
の
満

映
作
品
は
い
ず
れ
も
一
九
四
二
年
（
昭
和
一
七
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

同
作
も
当
該
年
作
と
見
做
し
得
る）

22
（

。
内
容
は
大
昔
の
あ
る
国
王
が
重

臣
の
息
子
達
に
龍
の
眼
を
と
っ
て
く
る
よ
う
命
じ
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
右
の
資
料
で
「
鏡
眼
　
？
」
と
あ
る
の
は
龍
眼
の
作
成
プ
ラ

ン
で
、
鏡
製
の
眼
を
製
作
し
よ
う
と
し
た
が
、
撮
影
上
の
問
題
で

「
？
」
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

下
段
は
上
記
作
品
の
撮
影
に
必
要
と
す
る
プ
ロ
ッ
プ
の
一
覧
が
書

き
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
人
形
ト
馬
」
と
あ
る
の
は
、「
馬
ノ

走
リ
　LO

N
G

」
シ
ー
ン
に
用
い
る
人
形
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
か

ら
ミ
ニ
チ
ュ
ア
操
演
特
撮
も
行
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

資
料
1 - 

24
は
『
雁
南
飛
』
に
お
け
る
模
型
飛
行
機
の
撮
影
プ
ラ
ン

で
あ
る
。
ト
ラ
ン
ス
ペ
ラ
ン
シ
ー
で
合
成
映
像
を
作
成
す
る
た
め
、

手
前
の
模
型
飛
行
機
に
は
赤
ラ
イ
ト
を
、
背
景
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
は

図 3
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青
ラ
イ
ト
を
当
て
る
こ
と
が
色
鉛
筆
で
指
定
さ
れ
て
い
る
（
図
3
参
照
）。
模
型
は
天
井
か
ら
吊
る
さ
ず
、
背
景
の
ス
ク
リ
ー
ン
か
ら

「
棒
（
パ
イ
プ
）
ブ
ッ
サ
シ
」（
資
料
1 - 

25
）
で
動
か
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
背
景
映
像
は
「Background

　
横
パ
ン
雲
↓
」

と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
飛
行
機
の
模
型
は
固
定
し
た
ま
ま
で
、
背
景
は
雲
が
左
か
ら
右
へ
流
れ
る
映
像
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
完
成

画
面
は
飛
行
機
が
右
か
ら
左
に
向
か
っ
て
飛
行
す
る
映
像
が
仕
上
が
る
こ
と
に
な
る
。「background 

二
間
四
方
」
と
も
記
さ
れ
、
背
景

の
ス
ク
リ
ー
ン
サ
イ
ズ
は
二
間
（
三
・
六
m
）
四
方
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

満
映
作
品
は
殆
ど
が
現
存
せ
ず
、
実
態
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
右
の
資
料
は
そ
の
中
で
の
特
撮
技
術
の
使
用
法
を
窺
い
知
る
こ
と
が

出
来
る
稀
有
な
資
料
で
あ
る
。
今
後
、
戦
後
の
中
国
映
画
に
対
す
る
技
術
上
の
影
響
関
係
を
探
る
上
で
も
貴
重
な
手
掛
か
り
と
な
ろ
う
。

「
父
は
満
州
と
日
本
を
行
き
来
し
て
い
る
中
に
、
日
本
は
も
う
戦
争
に
負
け
る
と
感
じ
と
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
た
め
一
九
四
三
年

（
昭
和
一
八
）
に
自
発
的
に
満
映
を
退
職
し
ま
し
た
。
戦
時
中
で
あ
っ
て
も
外
出
時
は
背
広
で
長
髪
と
い
う
恰
好
で
し
た
の
で
、
特

高
警
察
に
は
よ
く
目
を
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
自
身
の
会
社
も
い
つ
の
ま
に
か
解
散
さ
せ
た
よ
う
で
す
」

⑦
晩
年
期
（
一
九
四
四
〜
四
六
）

一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）、
日
本
に
戻
っ
て
か
ら
の
松
井
　
勇
に
対
し
、
左
の
と
お
り
映
画
報
国
団
特
殊
映
画
部
幹
事
へ
の
就
任
を
打

診
さ
れ
て
い
る
（
資
料
1 - 

15
）。
結
果
は
不
明
で
あ
る
が
、
特
撮
技
士
と
し
て
彼
の
実
力
は
一
定
の
評
価
を
得
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

映
協
事
第
四
一
三
号

　
　
昭
和
十
九
年
八
月
二
十
一
日

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
映
画
報
国
団
結
成
準
備
委
員
長
　
城
戸
四
郎

　
松
井
　
勇
殿

拝
啓
　
酷
暑
の
砌
、
愈
々
御
清
穆
之
段
奉
賀
候
。
陳
者
、
貴
下
に
映
画
報
国
団
特
殊
映
画
部
幹
事
を
御
担
任
願
上
度
候
に
付
、
御
繁
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務
中
と
存
候
得
共
、
枉
て
御
承
引
の
上
、
別
葉
に
依
り
、
御
内
意
折
返
し
御
一
報
相
煩
度
、
此
段
得
貴
意
度
候
　
敬
具

そ
の
後
、
詳
細
な
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
松
井
　
勇
は
理
研
科
学
映
画
に
入
社
し
て
い
る
。
少
な
く
と
も
資
料
16
に
よ
れ
ば
終
戦
前
の

一
九
四
五
年
（
昭
和
二
〇
）
二
月
に
は
同
社
に
所
属
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
当
該
資
料
に
よ
れ
ば
、
理
研
科
学
映
画
研
究
部
合
成

班
と
い
う
部
署
が
新
規
に
立
ち
上
げ
ら
れ
、
松
井
　
勇
は
そ
こ
に
自
身
の
特
撮
技
術
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

戦
後
に
入
る
と
、
翌
年
一
九
四
六
年
（
昭
和
二
一
）
同
社
に
所
属
し
な
が
ら
、
日
本
大
学
の
芸
術
学
科
の
講
師
も
兼
務
す
る
こ
と
と

な
っ
た
（
資
料
18
）。
ま
た
、
同
時
期
に
は
、
海
外
留
学
を
体
験
し
た
語
学
力
を
買
わ
れ
、
通
訳
の
仕
事
も
こ
な
し
て
い
た
。
資
料
17
は

両
国
国
技
館
が
G
H
Q
に
接
収
さ
れ
た
た
め
、
折
衝
役
と
し
て
同
所
に
出
入
り
で
き
る
よ
う
日
本
相
撲
協
会
が
彼
の
身
分
証
明
を
し
た

文
書
で
あ
る
。

「
あ
の
頃
は
父
の
顔
で
相
撲
見
物
も
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
外
務
省
の
嘱
託
と
し
て
青
山
の
日
本
青
年
館
接
収
の
際
も
立
ち
会
っ
た

と
聞
い
て
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
の
頃
は
病
気
が
ち
だ
っ
た
の
に
加
え
、
一
度
に
様
々
な
仕
事
を
抱
え
込
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、

体
調
を
崩
し
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
一
九
四
六
年
（
昭
和
二
一
）
の
半
ば
頃
に
は
入
院
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
同
年
一
〇
月

八
日
、
駿
河
台
日
大
病
院
に
て
肺
結
核
で
亡
く
な
り
ま
し
た
」

註

 （
1
） 

資
料
番
号
は
表
1
の
資
料
目
録
に
お
け
る
番
号
を
指
す
。
詳
細
は
本
文
に
て
後
述
。
な
お
、
本
稿
に
あ
っ
て
は
、
資
料
引
用
や
人
名
表
記
に
際
し

て
原
則
的
に
新
字
体
で
統
一
し
た
。
現
存
す
る
人
物
以
外
に
は
歴
史
的
人
物
と
し
て
扱
い
、
敬
称
は
省
略
し
た
。
読
み
易
さ
に
配
慮
し
て
、
句
読

点
を
適
宜
、
加
え
た
。

（
2
） 

「
映
画
関
係
人
名
簿
」（『
映
画
年
鑑
』
一
九
五
〇
年
版
、
時
事
通
信
社
、
一
九
四
九
年
）、
日
本
映
画
史
研
究
会
編
『
日
本
映
画
作
品
辞
典
　
戦
前

編
』
五
（
科
学
書
院
、
一
九
九
六
年
）
に
お
け
る
「
ス
タ
ッ
フ
名
索
引
・
附
録
」、『
講
座
　
日
本
映
画
』
シ
リ
ー
ズ
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
五
〜

八
年
）、
佐
藤
忠
男
『
日
本
映
画
史
　
増
補
版
』
一
・
二
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）
等
に
は
松
井
　
勇
の
名
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
管
見
の
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限
り
、
田
中
純
一
郎
『
日
本
映
画
発
達
史
』
二
（
中
公
文
庫
、
一
九
七
六
年
、
二
六
六
頁
）
に
お
い
て
『
浪
子
』（
一
九
三
二
年
）
の
製
作
ス
タ
ッ

フ
（
ト
リ
ッ
ク
担
当
）
と
し
て
そ
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
唯
一
の
事
例
で
あ
る
。
同
作
に
つ
い
て
は
本
稿
次
章
に
お
い
て
後
述
。

（
3
） 
コ
ロ
ッ
サ
ス
・
コ
ー
オ
ペ
レ
イ
シ
ョ
ン
『
大
特
撮
　
改
訂
版
』（
朝
日
ソ
ノ
ラ
マ
、
一
九
八
〇
年
）
第
二
部
、
竹
内
・
山
本
編
『
完
全
・
増
補
版
　

円
谷
英
二
の
映
像
世
界
』（
実
業
之
日
本
社
、
二
〇
〇
一
年
）、
竹
内 

博
『
特
撮
を
め
ぐ
る
人
々
』（
ワ
イ
ズ
出
版
、
二
〇
一
一
年
）
第
二
章
、『
平

成
二
四
年
度
メ
デ
ィ
ア
芸
術
情
報
拠
点
・
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
構
築
事
業
　
日
本
特
撮
に
関
す
る
調
査
』（
森
ビ
ル
、
二
〇
一
三
年
）
等
は
、
い
ず
れ

も
調
査
・
研
究
環
境
が
不
十
分
と
い
う
困
難
な
条
件
下
に
あ
り
な
が
ら
も
、
資
料
を
博
捜
し
て
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
特
撮
映
画
史
を
鳥
瞰

的
に
ま
と
め
挙
げ
た
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
労
作
で
あ
り
、
貴
重
な
成
果
で
あ
る
。
以
下
、
特
撮
史
の
基
礎
事
項
は
こ
れ
ら
諸
論
を
参
照
。

（
4
） 

高
槻
真
樹
『
映
画
探
偵
』（
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
五
年
）
は
戦
前
に
製
作
さ
れ
た
様
々
な
映
像
ア
ー
カ
イ
ブ
の
保
存
・
修
復
活
動
の
現
状
に
つ

い
て
論
述
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
『
戦
前
日
本SF

映
画
創
世
記
』（
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
四
年
）、
同
「
日
本
特
撮
前
史
」（『
日
本
特
撮
技

術
大
全
』
学
研
プ
ラ
ス
、
二
〇
一
六
年
）
は
、
従
来
、
正
面
か
ら
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
円
谷
英
二
の
師
に
あ
た
る
枝
正
義
郎
の
事

績
・
作
品
や
小
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
製
作
に
よ
る
戦
前
のSF

映
画
類
に
焦
点
を
当
て
て
論
及
し
て
い
る
点
で
注
目
さ
れ
る
。

（
5
） 

自
由
民
主
党
に
よ
る
「
平
成
二
九
年
度
版
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
戦
略
推
進
特
命
委
員
会
提
言
」（http://w

w
w.taira-m

.jp/

平
成
29
年
度
版%

20

ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
戦
略
推
進
特
命
委
員
会
提
言.pdf

　
二
〇
一
八
年
五
月
一
八
日
ア
ク
セ
ス
）
等
。

（
6
） 

調
査
は
二
〇
一
三
年
一
二
月
二
一
日
、
一
五
年
二
月
六
日
、
一
八
年
三
月
一
七
日
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
た
。
本
文
中
の
松
井
孝
夫
氏
の
談
話
は

こ
の
時
の
聞
き
書
き
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
断
り
な
き
限
り
「
　
」
内
表
記
は
同
氏
の
談
話
で
あ
る
。
な
お
、
本
調
査
に
あ
た
っ
て
は

小
澤
智
之
氏
（（
株
）一
蔵
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
事
業
本
部
ネ
オ
ス
・
ミ
ラ
ベ
ル
映
像
室
）
の
協
力
を
得
た
。
同
氏
と
は
特
撮
文
化
に
つ
い
て
映
像
ア
ー

カ
イ
ブ
を
作
成
・
保
存
す
る
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
詳
細
は
拙
稿
「
研
究
部
会
開
催
報
告
『
日
本
特
撮
技
術
に
関
す
る
映
像
記
録
・
ア
ー
カ
イ
ブ

化
の
試
み
―
特
技
監
督
中
野
昭
慶
氏
へ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
映
像
を
め
ぐ
っ
て
―
』」（『JM

M
A

会
報
』
八
二
、
二
〇
一
八
年
）
参
照
。

（
7
） 

以
上
、
松
井
氏
の
先
祖
に
つ
い
て
は
、
松
井
孝
夫
氏
か
ら
の
聞
き
書
き
の
他
、
松
井
家
に
伝
来
し
た
「
由
緒
書
」・「
御
届
書
」・「
奉
還
奉
願
候
書

付
」・「
陸
軍
教
導
団
編
入
ノ
件
ニ
付
通
知
」
等
の
近
世
・
近
代
資
料
（
以
上
は
本
稿
執
筆
の
二
〇
一
八
年
五
月
現
在
、
山
梨
県
立
博
物
館
に
収
蔵

さ
れ
て
い
る
）
に
依
拠
し
た
。
松
井
氏
の
居
宅
位
置
は
「
懐
宝
甲
府
絵
図
」（
山
梨
県
立
博
物
館
蔵
、
歴
二
〇
〇
五
―
〇
〇
三
―
二
三
六
五
〇
）
参

照
。
館
林
藩
主
と
し
て
の
徳
川
綱
吉
の
家
臣
団
に
つ
い
て
は
深
井
雅
海
『
徳
川
将
軍
政
治
権
力
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
年
）
第
二
編

第
一
章
、
福
留
真
紀
『
徳
川
将
軍
側
近
の
研
究
』（
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
六
年
）
第
一
部
第
一
・
二
章
参
照
。
明
治
初
年
に
お
け
る
静
岡
藩
の
動
向

は
樋
口
雄
彦
「
小
普
請
の
軍
事
的
再
編
と
静
岡
藩
勤
番
組
へ
の
帰
着
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
二
六
、
二
〇
〇
六
年
）
参
照
。

（
8
） 

拙
稿
「
日
本
特
撮
技
術
の
開
拓
者 

松
井
　
勇
手
帳
の
紹
介
」（『
山
梨
県
考
古
学
協
会
誌
』
二
六
、
二
〇
一
八
年
）
参
照
。
本
稿
の
基
礎
的
前
提
と

な
る
資
料
編
で
あ
る
の
で
、
御
併
読
い
た
だ
き
た
い
。
な
お
、
校
正
上
の
誤
り
が
あ
る
の
で
、
こ
の
場
を
借
り
て
訂
正
す
る
。（
一
頁
）
二
行
目
、

誤
「N

ew
 Yorak

ま
で
」↓
正
「N

ew
 York

ま
で
」。（
一
七
頁
）
図
版
の
文
字
、
誤
「
⑤
天
井
ヨ
リ
」↓
正
「
⑤
天
上
ヨ
リ
」。（
五
三
頁
）
一
行

目
、
誤
「art

□
□
□
」↓
正
「art Sm

ith

」。
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（
9
） 

戦
前
の
米
国
特
撮
映
画
の
魅
力
を
技
術
の
視
点
か
ら
紹
介
し
た
山
本 

弘
『
あ
な
た
の
知
ら
な
い
「
レ
ト
ロ
特
撮
」
の
素
晴
ら
し
き
世
界
』（
洋
泉

社
、
二
〇
一
七
年
）
で
は
、
ジ
ョ
ン
・
P
・
フ
ル
ト
ン
の
作
品
が
主
と
し
て
紹
介
さ
れ
、
ポ
メ
ロ
イ
の
そ
れ
は
『
十
誡
』（
一
九
二
三
年
）
の
一
例

に
と
ど
ま
る
。

（
10
） 
以
上
、「A

m
erican Pom

eroy H
istoric G

enealogical A
ssociation

（
ア
メ
リ
カ 

ポ
メ
ロ
イ
家
の
歴
史
的
家
系
協
会
）」H

P

（http://am
eri-

canpom
eroys.blogspot.jp/2013/02/roy-jobbins-pom

eroy-oscar-w
inner-and.htm

l

、
二
〇
一
七
年
一
〇
月
一
九
日
ア
ク
セ
ス
）、
世
界

映
画
史
研
究
会
編
『
世
界
映
画
人
名
事
典
　
ス
タ
ッ
フ
編
第
X
分
冊
』（
科
学
書
院
、
二
〇
一
一
年
）
の
「
ポ
メ
ロ
イ
」
の
項
参
照
。

（
11
） 

森 

岩
雄
『
私
の
芸
界
遍
歴
』（
青
蛙
書
房
、
一
九
七
五
年
）、
同
『
映
画
製
作
の
実
際
』（
紀
伊
国
屋
書
店
、
一
九
七
六
年
）
参
照
。

（
12
） 

金
曜
会
に
つ
い
て
は
註
（
11
）
森
前
掲
（
一
九
七
五
年
）
一
三
七
〜
一
四
四
頁
、
田
中
純
一
郎
『
秘
録
　
日
本
の
活
動
写
真
』（
ワ
イ
ズ
出
版
、
二

〇
〇
四
年
）
二
三
三
〜
七
頁
参
照
。

（
13
） 

「
手
帳
」
の
住
所
録
に
掲
出
さ
れ
た
日
本
人
は
他
に
、
日
本
特
殊
鋼
合
資
会
社
社
員
、
逓
信
局
技
師
、
東
京
中
央
放
送
局
技
術
部
長
、『TH

E

　

M
O

V
IE

　TIM
ES

』
編
集
者
の
四
名
で
あ
る
。

（
14
） 

「
浪
子
　
昭
和
7
年
」（https://w

w
w.youtube.com

/w
atch?v=e2k3j_Q

U
l34

、
二
〇
一
八
年
三
月
三
〇
日
閲
覧
）。
本
文
中
で
の
場
面
時
間
の

表
記
は
同
サ
イ
ト
に
基
づ
い
て
い
る
。

（
15
） 

池
永
浩
久
に
つ
い
て
は
註
（
12
）
田
中
前
掲
二
六
五
〜
二
七
二
頁
参
照
。

（
16
） 

『
新
聞
切
抜
一
九
三
三
〜
一
九
三
四
年
映
画
記
事
』（『
映
画
公
社
旧
蔵
戦
時
統
制
化
映
画
資
料
集
』
二
二
、
ゆ
ま
に
書
房
、
三
〇
頁
）
所
収
の
一
九

三
三
年
（
昭
和
八
）
の
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
（
誌
名
不
明
）。

（
17
） 

同
社
は
、
元
は
全
勝
キ
ネ
マ
と
称
し
、
一
九
三
六
年
（
昭
和
一
一
）
元
市
川
歌
右
衛
門
プ
ロ
あ
や
め
ケ
池
撮
影
所
長
山
口
天
龍
を
中
心
に
設
立
。

一
九
四
一
年
（
昭
和
一
六
）
一
月
に
社
名
を
興
亜
映
画
株
式
会
社
に
変
更
。
同
年
六
月
に
松
竹
傘
下
に
合
流
。『
日
本
映
画
年
鑑
』
昭
和
一
六
年
度

版
（
大
同
社
、
一
九
四
一
年
）
及
び
註
（
2
）
田
中
前
掲
三
（
六
三
〜
四
頁
）
参
照
。

（
18
） 

以
上
、
マ
キ
ノ
雅
広
『
映
画
渡
世
・
天
の
巻
』（
ち
く
ま
文
庫
、
一
九
九
五
年
）
第
六
章
、
一
六
〇
頁
参
照
。
マ
キ
ノ
雅
弘
に
つ
い
て
は
山
根
貞
男

『
マ
キ
ノ
雅
弘
』（
新
潮
選
書
、
二
〇
〇
八
年
）、
山
田
宏
一
『
マ
キ
ノ
雅
弘
の
世
界
』（
ワ
イ
ズ
出
版
映
画
文
庫
、
二
〇
一
二
年
）
参
照
。

（
19
） 

同
作
に
つ
い
て
は
註
（
4
）
高
槻
（
二
〇
一
四
年
）
前
掲
第
九
章
参
照
。

（
20
） 

『
日
本
劇
映
画
作
品
目
録
　
廿
年
八
月
』（『
映
画
公
社
旧
蔵
戦
時
統
制
化
映
画
資
料
集
』
一
、
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
一
四
年
）、
日
本
映
画
史
研
究

会
編
『
日
本
映
画
作
品
辞
典
　
戦
前
編
』（
科
学
書
院
、
一
九
九
六
年
）、
朱
通
祥
男
編
『
日
本
劇
映
画
総
目
録
　
明
治
三
二
年
か
ら
昭
和
二
〇
年

ま
で
』（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
二
〇
〇
八
年
）
の
何
れ
に
も
『
渡
洋
爆
撃
隊
』
の
記
載
は
見
ら
れ
な
い
。

（
21
） 

山
口 

猛
『
幻
の
キ
ネ
マ
満
映
』（
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
〇
〇
六
年
）
四
二
四
〜
五
〇
四
頁
参
照
。
以
下
、
満
映
に
つ
い
て
は
同
書
を
参
照
。

（
22
） 

「
満
州
映
画
作
品
目
録
」（『
映
画
旬
報
』
五
五
、
一
九
四
二
年
）
の
長
畑
博
司
の
解
説
に
は
（
六
七
頁
）、
同
作
は
康
徳
八
年
（
一
九
四
一
）
度
末

段
階
で
撮
影
が
未
了
で
あ
り
、
公
開
は
当
該
雑
誌
刊
行
の
頃
で
あ
ろ
う
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
製
作
は
康
徳
八
年
、
公
開
は
翌
九
年
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と
判
断
し
得
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

松
井
　
勇
、
特
撮
映
画
・
技
術
（
特
殊
撮
影
映
画
・
技
術
）、
円
谷
英
二
、
ポ
メ
ロ
イ
、
ト
ラ
ン
ス
ペ
ラ
ン
シ
ー
（
ダ
ン
ニ
ン

グ
―
ポ
メ
ロ
イ
シ
ス
テ
ム
）


